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は じ め に 

本 書 は 、 現在 エフ ェクト アニ メー ター と し て 活躍 し て いる 小澤 和則 に よる 、 アニ メー ショ ン に お ける 

エフ ェクト テク ニッ ク を まとめ た 書籍 で す 。 

アニ メー ショ ン に お ける エフ ェクト は 、 それ 自体 が 注目 され る こと は 少な く 、 実際 に エフ ェクト に 関わ っ 

て いる スタ ッ フ も キャ ラク ター や メカ ニッ ク に 関わ る アニ メー ター の 数 に 比べ れ ば 数 少な いと いい ます 。 

そん な エフ ェクト で す が 、 作品 の 画面 作り に お いて 、 これ ほど 重要 な 要素 は な いで し ょ う 。 も し アニ メー 

ショ ン を 見 た 時 、 エフ ェクト が 無けれ ば どの よう な 画面 に な る の か ? な か な か 目 に する 機会 は 少な い 

で す が 、 恐らく その 画面 は 薄っぺら く 、 重厚 感 の な い 世界 に な っ て いる こと で し ょ う 。 それ ほど エフ ェ ク 

ト と いう の は 作品 世界 を 彩る の に 重要 な 存在 な の で す 。 

小澤 和則 と いえ ば 、『 劇 場 版 艦隊 これ くし ょ ん - 艦 これ -』 に お ける 水 の 演出 、 砲撃 の エフ ェクト 、 そし 

て 『 劇 場 版 幼女 戦記 』 に お ける 幾重 に も エフ ェクト が 重ね られ た 爆発 描写 が 印象 的 で す 。 本 書 で は 、 

彼 が 得意 と する 水 、 爆発 と いっ た エフ ェクト を 中 心 に 、 火 、 光 な ど 様 々  な 種類 の エフ ェクト を 掲載 し て 

いま す 。 

エフ ェクト は 単体 で 成立 する も の で は な く 、 風 、 爆発 、 煙 と いっ た 様々 な エフ ェクト を 幾重 に も 重ね て 

よう や く 完 成 し ま す 。 単体 で 迫力 の ある エフ ェクト は も ちろ ん 、 シン プル な が ら 組 み 合わ せる こと で 進化 

を 発揮 する エフ ェクト まで 、 様々 な エフ ェクト の 魅力 に 触れ 、 その 世界 に 浸っ て ほし いで す 。 



本 書 の 使い 方 
本 書 で は 本 文中 に アニ メー ショ ン 業 界 用 語 が 出 て きま す 。 以下 に 

各 用 語 に 関し て 解説 し て いま す の で 、 併せ て 読ん で くだ さい 。 

色 ト レス 
黒 以 外 の 色 を 使っ て トレ ス す る こと 。 基 

本 的 に は 色鉛筆 を 使っ て 描か れる こと 

が 多い 。 ハ イラ イト を 入れ る 際 な ど に 

用 いら れる 。 例 えば ハイ ライ ト の 場合 、 

仕上 げ 作 業 の 際 に キャ ラク ター と は 別 

個 に 彩色 する の で 、 どの 部 分 に ハイ ライ 

ト を 入れ る か 指示 する た め に 描か れる 。 

送る 
原画 か ら 次 の 原画 へ と 動作 を つなげ て 
いく こと 。 

オー バー ラッ プ (OU) 
表示 され て いる 絵 が 段々 と 薄く な り 、 そ 
の 上 に 次 の 絵 が 徐々 に 濃く 重なっ て く 

る 技法 。 

空 セ ル 
何 も 描か れ て いな い セ ル の こと 。 

コマ 打ち 
アニ メ の 1] 秒間 は 通常 24 コ マ で 構成 さ 

れ て お り 、 その 24 コ マ の うち ヵ 、 同じ 絵 を 

何 コ マ 表 示す る か を 示す 用 語 。 1] コマ 

打ち の 場合 、] コマ ご と に 違う 絵 を 表示 

する 。2 コ マ 打 ちの 場合 、 2 コマ 同じ 絵 

を 表示 、 3 コマ 打ち で あれ ば 3 コマ 同じ 

絵 を 表示 する と いう 意味 に な る 。 

白 コ マ ・ 黒 コマ 
1 コマ だ け 白 い コ マ を 入れ る こと 。 主 に 

爆 発 の シー ン で 使わ れ 、 爆発 の 直前 に 

自 コ マ を 入れ る こと で より 爆発 を 印象 

づけ る こと が で きる 。 同様 に 黒い コマ を 

使っ た 黒 コ マ ( シ ョ ッ ク コ マ と も 呼ば れ 

る ) も ある 。 

スラ イド SD) 
セル や 背景 な どの 素材 を 横 に スラ イド 

させ て (引い て ) 撮影 する 技法 。 

タイ ムシ ー ト 
時 間 経 過 に 沿っ て どの セル が 入る か や 

セリ フ の タイ ミン グ な ど を 記入 する 用 

紙 。 この 用 紙 に 従っ て 撮影 が 行わ れる 。 

一 般 的 に 1 秒間 を 24 コ マ と し て 計算 し 

て いる 。 

ダブ らし (W ラ シ 、WXP) 
二 重 名 出 の こと 。 サ ング ラス の レン ズ 

な ど 、 透け た 感じ を 演出 する た め の 技 
法 。 例 えば 透 か せ る 素材 が 無い 状態 
で 50%、 透 か せる 素材 が ある 状態 で 
50% の 露出 で 撮影 し 合成 する と 、 透 か 
せ た い 素材 の み 50% の 嘉 出 と な り 、 透 
けた 状態 に 見 える 。 

T 光 
透過 光 の 意味 。 現 在 は Adobe After 

Effects な どの ソフ トウ ェ ア に より 人 工 

的 な 光 を 入れ る が 、 以前 は 撮影 台 を 使 

い 、 実際 の 光 を 素材 に 当て て いた 。 素 

材 に 空け た 穴 か ら 光 を 直接 カメ ラ に 写 

し 込む 技法 で ある 。 色 に よっ て 白 T 光 、 

折 黄 和光 な ど が ある 。 

ディ レイ 
前 後 の コ マ を ダブ プ ら せる こと 。 

中 割り 
原画 と 原画 の 間 に 動 画 を 入れ る こと 。 

フェ ー ド イン グ 
フェ ー ド アウ ト (FI/FO) 
フェ ー ド イン は 画面 上 に 徐々 に 絵 が 現 

れ て くる 技法 。 フ ェ ー ド アウ ト は その 逆 
で 、 徐々 に 絵 が 消え て いく 技法 。 

フリ ッ カ ー 
拳 を 握り 締め る 場面 や 身体 が 震え る 場 

面 な ど で 使わ れる 技法 。 わ ざと ラン ダ 

ム に 前 の コマ に 戻し た り 先 の コマ に 進 

め た りす る こと で 角 え て いる よう な 表現 

を する 。 
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エフ ェクト の 中 で も 派手 で 大 胆 な 表現 が 魅 

力 の 炎 。 こ の 章 で は 基本 で ある 炎 が 燃え る 

様子 か ら ダ イナ ミッ ク な 火柱 や ドラ ゴン プレ 

ス の よう な 火災 な ど を 描い て いま す 。 

/ ら 
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20 ze の の が 燃え さか る 災 
日 

回 炎 の 温度 差 に 注意 。 鎌 糧 の 16 
| 場合 、 内 側 の 温度 が 高く 、 外 

側 の 温度 が 低く な り ま す 。2 

段階 で 表現 する の で あれ ば 、 

温度 の 低い 内 側 は 黄色 、 外 

側 の 温度 が 低い 部 分 は 赤 に 

し ます 。 



回 回 まで の 絵 を リ ビ ー ト させ る 

こと で 小さ な 炎 を 表現 し て いま 

す 。 圏 以降 は そこ か ら 大 き な 炎 

に な っ た 場合 の 表現 に な り ま す 。 

回 以降 は 炎 の シル エッ ト を 

下 か ら 上 に 送る よう な 形 で 

描い て いま す 。 災 の 固まり 

が 上 に 昇る イメ ー ジ で す 。 

上 に 上 が りき っ た と ころ で 

炎 を 消し て 、 ま た 下 か ら 上 

へ と シル エッ ト を 送る の を 線 

り 返 し ます 。 

77g/7o/ / 

火 



/ ガ ZpZZy7<g が gp/g ヵ / aa ノレ 
ノル 42377 /77 ら 「/ 「/ / / 燃え さか る 炎 

| 9 | ' | 
| 

た ま に 違 う シ ル エ ッ ト の 災 を 

入れ る こと で より 自然 に 見 せ 

る こと が で きま す 。 

lo| 

これ は その 場 で 燃え さか る 炎 で す 。 炎 の 場合 、 動画 

も 含め て 大 体 8 枚 く らい で リピ ビー ト す れ ば それ らし く 

見 える と 思い ます 。 例 えば 原画 3 枚 で あれ ば 、 中 に 2 

枚 動画 を 入れ る と いっ た イメ ー ジ で す 。 描く ポ イン ト 

と し て は 、 炎 の 内 と 外 の 温度 変化 に 気 を つけ る こと 。 

あと は 下 か ら 上 へ 立ち 上 っ て 消え て いく と いう 表現 

部 分 で すね 。 た ま に 違 う シ ル エ ッ ト を 入れ る こと で よ 

り 自然 な 炎 に 見 えま す 。 

リン コッ ンコ "5 じ O ロ 7 ロビ ロ どら 



炎 の 形 
炎 の 形 の 描き 方 の ポイ ント で す が 、 膨らん だ 部 分 を 下 か ら 上 に 送っ て いく イ 

メー ジ で 描く と 良い で す 。 そ れ と 、 途中 に 1 コマ だ け 全 然 違 う シ ル エ ッ ト の 炎 を 

入れ る こと で より 自然 に 見 えま すね 。 実際 の 炎 を コマ 送り で 見 て も ら う と わか 

る の で す が 、 全然 違う 形 に な る 瞬間 が ある ん で す 。『 バ ッ ク ド ラフ ト 』 な ど 実 写 

映画 を 見 る と 勉強 に な り ま す よ 。 

〇 

シル エッ ト は 、 丸く 膨らん だ 部 分 を 下 か ら 上 

へ と 送っ て いく と 炎 ら し く 見 えま す 。 



た ーー me を ーー // 7 // し / 火 柱
 

回 

火柱 は 江 巻 いて いる 部 分 を 斜め 

に 描く こと で 、 濁 巻 いて いる 印象 

と 上 昇 気流 で 上 に 昇っ て いる 印 

象 を 与え ます 。 併せ て 中 の 黄色 

の 部 分 (温度 の 高い 部 分 ) を 下 か 

ら 上 に 送っ て いく こと で さら に 和 炎 

が 渦巻 き な が ら 上 へ と 昇っ て いる 

状態 を 表現 で きま す 。 



_ 77g/7o/ / 
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〇 や ム 、 次 の マー ク は 、 それ ぞ れ 炎 を 左 か ら 

右 に 送っ て いる こと を 表し て いま す 。 中 割り 

を 描い て も ら う 時 の 動き の 幅 の 参考 に する た 

め の も の で 、 描い て お く と 中 割り の 人 の 目安 

に な り 、 作業 が し や すく な り ま す 。 



/ ガ Z ヵ gy が < みす ZZ / 

たげ rr# /e222oe : // // // し / 火 柱 
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 g 相 
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手前 に 入れ る 炎 は 大 胆 な 形 に 描 

いた ほう が 勢い を 表現 で きま す 。 

11 ペ ー ジ の 災 の 形 で も 紹介 し て 

いま す が 、 炎 の シル エッ ト を 上 に 

送る イメ ー ジ で 描く と 良い で す 。 



/ ガ 7pZZy7<g す ZZj / 
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炎 は 和 失っ て いる の と 丸い の を 併用 

し て 描く と より 秋 に 見 えま す 。 和 っ 

た 炎 ば か り だ と 逆 に 炎 に は 見 えな 

く な っ て し まい ます 。 



/ ガ pj7Zyg<g す / ヶ cp/ ヵ 
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レ 。1 

火柱 と 渦巻 いて いる 炎 で す 。 素 材 と し て は 奥 の 火 柱 

と 手前 の 渦巻 いて いる 炎 を 分 け て 描い て 重ね て いま 

す 。 こ れ に 賑やか し と し て 104 ペ ー ジ や 106 ペ ー ジ 

に ある よう な 風 を 薄く さら に 重ね れ ば 勢い よく 燃え さ 

か る 火柱 を 表現 で きる と 思い ます 。 火柱 の ほう は 右 ス 。 

左 ど ちら か に 方 向 性 を 持た せ て 回 転 し て いる よう に 火 柱 ea 風 ク ト を 成 描き ます 。 手前 の 渦巻 く 炎 も その 回 転 に 合わ せ て の エ ノ フェ 1 1 

回 っ て いる よう に 描き ます 。 勢い で ちぎ れ て いる よう 

に 描く と それ らし く な り ま す 。 僕 の 場合 、 火柱 は あと 

3 一 4 枚 描い て 全部 原画 で や っ て し まい ます ね 。 風 

の 章 で 描い て いる 竜巻 (108 ペ ー ジ ) も 原理 は 基本 

的 に 一 緒 で す の で 、 そ ちら も 参考 に し て みて くだ さい 。 

リン コ w ツ ンコ "= 

Or ら ロイ ちら 



/ ガ 7』//y が < みす が ep/ ヵ 
たげ gr# /22 の 2oe : /77 ら  / / / / 考 . 央 粉 

こ 

較 の 形 で 3 枚 く らい の 中 割り を 入 

れ て 、 そ れ ら を タイ ムシ ー ト 上 で ラ 

ンダ ム に 表示 する こと で 災 が 揺 ら 

めい て いる 状態 を 表現 で きま す 。 



、、 7g//o/ / 
火 

六 の 炎 は 一 番 下 の 部 分 は 青く 、 若干 透け て いる 

感じ を イメ ー ジ し て 描く こと で すね 。 剛 の 部 分 は 中 
割り 3 枚 く らい で ラン ダム に 表示 する と 炎 が ぶれ て 本 

物 ら し く 見 えま す 。 意 燃 の 場合 、 煙 が どの タイ ミン グ 

で 出る の か が 難し いん で す よ ね 。 よ く 観 察する と 燃え 

て いる 最 中 に も 立ち 上 る ん で す が 、 ア ニ メ 的 に は 消 

えた あと に 立ち 上 る の が それ っ ぽい か と 。 

リン コッコ 5 じ O7 ロ どら 

lozi 



/ ガ pgygc<g す ZZp/ ヵ / ノレ 
/77 ら // 4 / 火炎 放 | チ た / プ gr# /e22 の oe : 

回 _  」 罰 

> エーーーーーー 
の 

| 
災 と 銃口 を 少し 離す 
燃料 が ガス の 火災 放射 器 の 場合 、 銃口 の 少 

し 先 の 部 分 の ガス に 火 が つい て いる の で 、 炎 

と 銃口 を 少し 離し て 描く の が ポイ ント で す 。 

ーー の ゃ 

SN 、 "2 
で りう 

ここ ーーー そ や い ウ と 
NN うう ン ペ ジン | ーー デ 

ーー ブー うーーー ズ っ ューーーーーーーーーーー 



凛 マ ー ク の つい た 煙 は 先行 する 

炎 部 分 より も 遅れ て いる 部 分 で 

す 。 こ の 遅れ る 炎 を 描く こと で 、 

火炎 放射 器 ら し さ が 出 せま す 。 

固まり が ちぎ れ て 消え て いく イメ ー 

ジ で 描き ます 。 

遅れ て いる 火 

、 ん 7g/7o/ / 

火 



/ ガ 7jZZy7cg が ZZ ヵ 
チチ げす /e2/2oe : 

024| 

火炎 放射 器 ( ガ ス ) の 描写 で す 。 発射 の 部 分 が 一 番 

難し いで すね 。 燃料 が ガス の 場合 、 銃口 か ら 少し 先 

の ほう で 火 が つく 感じ に な り ま す 。 困 回 を 見 る と わ 

か る の で す が 、 ガ ス に つい た 火 が 先行 し て 、 遅れ て 大 

き な 火 の 固まり が 押し 出さ れ て 流れ て いく イメ ー ジ で 

す 。 火 が 伸び る に 従っ て 火 が ちぎ れ て 消え て いく 感じ 

に すれ ば それ らし く 見 えま す 。 回 まで いけ ば 、 あと は 

この 部 分 を 動画 で 送れ ば OK で す 。 

リン コッ ココ 5 じ oOn7rrr7 ど ロ ら 

ze 272 火炎 放射 



ガス コン ロ の 炎 透 ける 部 分 
ガス コン ロ の 炎 は 青い の で 、 色 に 注意 し て くだ さい 。 一 番 温 

度 が 高く て 光っ て いる 部 分 を 黄色 ( 白 T 光 ) で 描い て いま す 。 

ガス コン ロ の 場合 、 ガス が 吹き 出す 丸い 口 が ある の で 、 それ 

を 描く の も 忘れ ず に 。 次 に 温度 が 高い 部 分 を 青 (青白 ) で 

描き 、 透け る 部 分 を 薄い 青 ( 透 ける 青 ) で 描い て いま す 。 燃 

えて いる 感じ を 出す に は 黄色 部 分 を ゆら ゆら させ れ ば OK で 

す 。 そ れ と ガス コン ロ の 場合 、 燃え さか っ て いる わけ で は な 

い の で 、 炎 の よう な ちぎ れる 表現 は 入れ ませ ん 。 火力 の 調 

整 は 炎 の 高 さ と 面積 で 表現 し ます 。 



/ ガ 7pZZygc<g す ZZ ヵ 

と 77ecf oc 77oW の 9 の つつ 正面 に 向かっ て くる 火炎 

oe| 

ER 

これ は ファ ンタ ジー 作品 で ドラ ゴン な ど が 奥 か ら 手 前 

に 向かっ て 炎 を 吐い て いる イメ ー ジ で す 。 う 枚 目 は 熱 

で 風 が 巻き 起こ っ て いる 感じ で 和 炎 の 筋 を 回 転 させ て 

いま す 。 炎 の フォ ルム は 大 胆 に 描い た ほう が 良い と 

思い ます 。 円 上 に 広がっ て いる 感じ を 出す よう に 気 を 

つけ て くだ さい 。 中 か ら 炎 が 出 て き て 円 上 に 広がり 、 

また 中 か ら 新 し い 和 炎 が 出 て き て 円 上 に 広がる イメ ー 

ジ で す 。 

リン コツ ッ ンコ 5 じ O ロ どら 



、、/7g/7o/ / 
火 

loz7l 



/ ガ 7 ヵ ZZy7<g す /Zcp/p 
た げす # /e27/2e : 

2e| 

ze 272 正面 に 向かっ て くる 火炎 

炎 を 回 転 さ せ て 描く こと で 、 炎 の 

熱 で 風 が 巻き 起こ っ て いる 様子 

を 表現 し て いま す 。 こ こ か ら 炎 が 

画面 の 四方 に 広がっ て いく の で す 

が 、 炎 の フォ ルム は 大 胆 に し て 追 

力 を 出し ます 。 



/7g//7p/ / 

lp 



ze 74 正面 に 向かっ て くる 火炎 
タ クン メ 

ノン グ 

* 

プ ? 
/ 

ギ 

。 最初 の 嫌 が 広がり きっ た ら 中 心から また 
/ 新しい 炎 を 描き 、 そ れ を 先ほど と 同じ よう 

/ に 四方 に 広げ て いき ます 。 こ うす る こと 
ノ で 数 延々 と 続く 様子 を 表現 し ます 。 



、/7g/7o/ / 



リリ //77// が 79/77 / / ee 月 
だ ens ま jlee ze 927 グ 2 ぅ 正面 に 向かっ て くる 火炎 

ko で で すこ 
の 黒 を 入れ て お く と アク セン ト に 

な り 、 画面 映え し ます 。 

に アプ ーー 2 福 / ョ 
ん 2 ンク 6 EE 

2 こ で y 

ノン クン 。 

1 『/ 
グフ 

4 人 ィ 

プ / 2 が 上 

2 



7g//o/ / 



py が 7 の Zn / 
A ) 4 花 

た / げ と と # す /e2790e /7/ ど 7 // きす ぁ / 火 ヒレ 

この 場合 は 正面 か ら の 火花 を 描 

| いて いま す が 、 斜め や 横 か ら の 鉱 

撃 の 火花 な ど を 描く 場合 、 弾 が 

飛ん で きた 方 向 に 向け て 放射 状 

に 火花 を 散ら し ます 。 剣 に よる 攻 

ま 撃 の 火花 も 同様 に 、 剣 を 振っ て き 
NM チー < た 側 に 火花 を 散ら す よう に 注意 し 

昌 ww さく こい シン テ ン て くだ さい 。 加わ っ た 力 と 反対 方 
2 ーー ar と で 向 に 火花 が 飛び ます 。 

23 ン ン 。 SS 

34| 



と 7g//7e/ / 
火 

1 _- = だ 
放 \ ー 

Ag = = we に 
* = デ * ーー きゃ 

さ 1 _- に ー ゃ w ー 
ゃ 人 ! た ーー * 、: 法 = あ 
和 「 和 内 ン ト 4 6 一 っ pe = ー 

ャ っ を ーー へ 

ーー を mr 各 
ァ 

ト ずい 二 = イ し r 

ー 上 *- 3 < 9 
= いす e ア 4 ゃ = 

ーー w 

三 ーー wp ga 

mn で kz 例 

ー ア と 只 

レコ も デ と < ( 
デ ・ ee ・ “ \ ョ - 『 ーー デー A 9 細 ユー 

ンー * 
\ - 「 次 「 も ぃ * TU マイ も 

し 訓 4 ド 
ゃ ロ ゃ 
き 『 に / = = 

ど と 本 ua 計 8 

uh * % も っ や am 
の 「 { N ァ や に 3 語 

『 王 2 < WW い 9 本 ーー 電 

た ニー 大 ェ 生 ーー 

/ 7 / 7 0 W ーッ ー 0 こ ョ 
に コ 

こ ィ 人 。 間 9 = ェ 
し コ 

ロ 円 
= 円 

一 般 的 な 火花 の 表現 で す 。 対象 物 に ぶつ か っ て 火 

花 が 飛び 散っ て いる イメ ー ジ で す 。 人 に よっ て は 中 割 

り を 入れ て じわっ と 広げ な が ら 消 す 人 も いれ ば 、 最 

後 の ほ うに 空 セ ル を 入れ て バカ バカ 点滅 させ る 人 も 

いま す 。 

リン コツ ッ コ 5 じ O7 ロ どら 



/77pZzy7cpf/<oZp 
チ た チン と す / ら 77770O@ 

回 

los。| 

こち ら は 派手 目 な 火花 で すね 。 ラ ンダ ム な 動き で 火 

花 の 線 を 入れ て 派手 に 見 せ て いま す 。 た だ 、 火花 に 

関し て は きち ん と 内 (ぶつ か る 対象 物 ) か ら 外 へ と 広 が 

る よう に 描か な いと それ らし く 見 えま せん 。 銃弾 が 跳 

弾 し た 時 や 剣 が ぶつ か っ た 時 な ど に 使い ます ね 。 

リン コッ ンコ だ じ O7m ら ロイ ら 



、、 7g//o/ / 
火 

! 
KN い 

ッッ 

デン ー 

ゃ sN _- 

を 用 

生 

PE 
ーー テテ WV きま 

僕 の 場合 、 たまに 全然 関係 な い 方 向 に 火花 

を 入れ る こと が あり ます 。 ア クセ ント に な り 、 

画面 映え する と 思い ます 。2 コ マ か 1 コマ 打 

ち に し て お く と 違和感 な くつ な が り ま す 。 

los7 





の の の の ニニ ニョ ニョ べべ べべ べべ べべ べべ べべ 
/7g/7p/ の 

/ 
水 は エ フェ クト の 中 で も 基本 中 の 基本 と 言 

われ 、 様々 な 表現 方 法 が あり 、 難し い エ フェ 

クト 。 基 本 と な る 波 の 動き に 加え 、 著者 らし 

い 水 柱 な ど を 描い て いま す 。 



/77pzzyzcmf ヶ oo/ ヵ 語 
と 77cc を oc oorW グ 2@ グ 4 爆 発 に よる 水 柱 

水中 で 何 か が 爆発 し た シー ン で す 。 水中 で 爆発 し て 

水 柱 が 上 が り 、 軍 力 に よっ て 下 に 落ち て 消え る と いう 

流れ で す 。 場合 に よっ て は 水蒸気 や し ぶ き な ど を 透け 

る 素材 と し て 別に 用 意 し 、 そ れ ら を 重ね る (ダブ らし と 

も いう ) 場合 も あり ます 。 余談 で す が 、 最初 に T 光 で 

爆発 の 因 光 を 見 せ て いま す が 、 本 当 は 酸素 魚雷 など 

は 圧力 で 爆発 し て いる の で 関 光 は 発生 し ませ ん 。 ア 

ニ メ な ら で は の 演出 と いう こと で 関 光 を 入れ て いま す 

が 、 兵器 に よっ て の 違い と か は 実写 映画 や ネッ ト 上 の 

動画 で 調べ て 頭 に 入れ て お いた ほう が 良い で すね 。 

リン コ w ッ ンコ 5 どじ Or どら ロ # ら 

ol| 



、 7g/7o/ 

水 

lo4( 



/ ガ / ヵ ZZy7<cg す /p/ ヵ / ー 
と 77gr# /cozoe。 記 7 ら / 「/ 人 「/ / 爆発 に よ る 水 柱 

! * 章 素 当 ャ a 

le2| As) 
ai ルル 

x い や / P ッ e 

# 

\。 

いや コ 



、 7g//7e/ の 

水 
上 へ と 上 が っ た 水 柱 は や が て 重 

力 に 負け て 下 に 落ち て いき ます 。 

その 際 、 水 柱 を 左右 に 裂け る よう 

に 描い て いく と 重力 に よる 影響 を 

うま く 表 現 で きま す 。 

lesl 



7/777// た) 2 777 /. ココ 
77gr# /coo0e。 選 d7 ら / きめ 7 / 爆 発 に よる 水 柱 

| 



、 77g//7/ の 

水 

ある 程度 の 高 さ まで 上 が っ た あと 

は 崩れ て 下 に 落ち て いく よう な イ 

メー ジ で 描き ます 。 こ の 段 隊 に な 

る と 水 の 先端 部 分 は わり と ギザ ギ 

ザ な 感じ に 描い た ほう が 水 柱 が 

崩れ て いる よう に 見 えま す 。 

JST へ か / 

条 の / 9 
テー 

' ヾ 誠人 や 

4 の 
が 

て 
NM 、) 

きき さ NANNY 
b さま N 

es 人 



77Z2Zzy7<a が ZooZ2 / 本 
どす /co220e」 7 / / // / 爆発 に よる 水 柱 

“ 

| 

ee| 

ーー 科 ん / 7 人 
セイ ーッ し =" ユ 洋 



、 7g//e/ ソ 



/ ガ g ヵ ZZyg<a す gcp/ ヵ / AN 
チ た げす 7ec77779 ら ルル 選 / ら / 727/ 】 / 爆発 に と 水 柱 

賠 
水 柱 が 崩壊 し た 時 は 手前 に 重ね 

て いる 波 も 大 きく 描く こと で 、 水 

柱 の 崩 域 に よっ て 波 が で き て いる 

こと を 表現 し ます 。 水 柱 自体 も 

上 の ほう は 水しぶき と な り 、 段々 

と 下 に 下がっ て いき ます 。 

有 lee| 

人 ン ゃ ザ 。 

の 。 プク ルク スグ ノ グ ダ ペン イズ アソ 7 の 

ソル ク 72 ググ クン ルル 2 



の 

グ / / 

9 。 の / Z 
プ め / の 7 の 6 

り ! し ) 
の 』 7 / @ 6 

2 ? ぎす ” 2252。 6 0 に の 
2 4 7 リ 2 の 7 / 4 〆 O / 0 と 失 和 へ YY 

、 77g/7e/ ソ 

水 

lee 

\ \ ヾ 

1 

シン ジー 



/ ガ Z ヵ ZZ7y7<g す ZZ ヵ / 語 
と 7rccr ooo oorW22 グ 2 爆 発 に よる 水 柱 

so 

ナタ ンジ バ で 4 な < ん 

この 辺り で 水 柱 は 姿 を 消し 、 手 

前 の 波 と 水しぶき だ け の 表現 と な 

り 、 最 後に は 落ち 着い た 海面 だ 

けが 残り ます 。 

WM ヽ 

人 放す 7 
7 7 \ 4z 

A 記 。 事 / い ーー ss | 。 間 い 
1 2 / 計 Q い vw ヽ ! [ 1 て / W 7 7 / 【 N R 本 ai 

0 7 4 。 sl 【 … Wi 

アグ ょ チチ 



、 /7g/7p/ の 

水 

los 



/ ガ ZZZy が cg が /cpZ ヵ 「 
と 77 みす /cozoe。 記 7 ら / 「// 「// ィ タ / 小 さい 水 柱 

内 1 UI 
cng Pe 人 

し の 
) 

# Y 。 = 

「 ) 8 
、 

/ 。 いい ホス へ Y LWP し 4 1 
4 SA 々 。 に \ 【 B 、 " 9。 

SS ん つい Se NM 7 ? な Pi 半 
/ 1 ww ア みみ の MI の トト 

\ー テ SS コ 人 で いい 、。 1 v ) NL ッ マン マン AN xy _N / ーー へ っ 交 と メ 

LU パ グ アルン ウン アン 



水 が 頂 点 付近 に 達し た と ころ で 少し 溜め を 作っ 

て 水 の 固まり を 膨らませ ます 。 そ の あと 思 の よう 

に 重力 に 負け て 下 に 落ち て いき ます 。 ち な み に 衝 

撃 や ぶつ か っ た 時 の 波 は 白く 描い た ほう が より 自 

然 に 見 えま す 。 実写 を 見 る と わか りや すい で すね 。 

7g/7o/ の 

40 ペ ー ジ か ら の 水 柱 は 大 き な 爆 発 に よる 水 柱 で し た 

が 、 こ ちら は 小 規 模 な 水 柱 の 表現 に な り ま す 。 水 柱 

が 立っ て 、 詳 辺り か ら 水 の 先端 が 左右 に 分 か れ て 、 あ 

と は 重力 に 負け て 下 に 飛び 散り な が ら 落 ちる と いう 感 

| です 。 

リン コッコ "= じ O7n7rn7 ら どら 

lossl 



/ ガ pgZyg<g す /Zp/ ヵ / y 
と 77gr# /coooe: 選 / ら / 「/ / 「/ 事 / 大 き な 湾 

風 が 強い 時 や 船 に 乗っ て いる 時 の 波 で すね 。 状況 に 

合わ せ て 波 の 高 さ を 変え て 、 白 波 を どれ だ け そ れ っ ぱ 

く 描 ける か が ボイン ト で す 。 左 か ら 右 へ と 波 を 送っ て 

いく イメ ー ジ で 、 この 中 に 動画 を 2-~-3 枚 程度 加え て 

見 せる こと が 多い で すね 。 

リコ ツッコ 5 じ O7 ロ ロビ ロ す ら 



、 7g/7p/ の 

水 

左 か ら 右 へ と 波 の 山 の 部 分 を 動 

か し て いき ます 。 白 波 も 風 の 影 響 

を 受け て いる の で 、 左 か ら 右 へ と 

飛び 散っ て いる よう に ギザ ギザ な 

感じ に 描き ます 。 



/ ガ 727Zy7cg す ZZpZ ヵ 
たげ プチ gr# /e222e : 

N 
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ーー 
koko 

ーーー~ー と ーー ニーーーーーー 
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ee 
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7g/7o/ ソ 

水 

その 場 で 漂っ て いる 穏やか な イメ ー ジ の 波 で 、 こ れ が 

波 の 中 で は 一 番 難 し いで す 。 原画 で は 参考 用 の 印 と 

し て 赤 で 区 と へ を 描い て いま す が 、 その 次 や へ が その 

場 で 円 を 描い て る よう に 描く と それ らし く 見 えま す 。 そ 

れ が 上 下 の 動 きだ け に な っ て し まう と 機械 的 な 動き に 

見 えて し まう の で 注意 が 必要 で す 。 そ れ と 、 波 の シル 

エッ ト 全 体 は 左 か ら 右 に 動か し て いま す 。 個人 的 に 

は これ が 一 番 リ アル に 見 える 波 だ と 思い ます 。 

リン コッコ 5 じ O77 選 ロイ ら 



/ ガ ZZ #/ aa pa 呈 
77 と と 本 Ma ルル 紀 / ら / 47 う 手前 か ら 奥 に 打ち つけ る 波 

これ は 嵐 の 夜 に 崖 な ど に 打ち つけ る 波 で 象徴 的 な シー ン な ど で よ く 使 

われ ます 。 唐 一 同 ま で は 小さ い 波 が 崖 に 当たっ て 白波 を 立て て いて 、 

そこ に 大 き な 波 が 押し 寄せ て き て ドカ ー ン と 崖 に ぶつ か っ て 左右 に 割 

れ て いく と いう イメ ー ジ で す 。 映画 や ドラ マ で も よく あり ます よね 。 

リン コッコ "5 じ On ロ ロロ どら 

凛 、 へ マー ク は 波 の 送り (移動 す 

る 位置 ) を 表し て いま す 。 こ れ を 

参考 に し て 中 割り で 間 の 波 の 動 

き を 描い て も らい ます 。 



/7g/7p/ ソ 



/ ガ 7 ヵ gZyg<a す gp/ ヵ 
チチ gr# /e222oe 』 



/7g/7p/ 



と ect oe oer の 7 右 か ら 左 へ 打ち つけ る 流 

これ は 左 に 対象 物 が あっ て それ に 波 が 

右 か ら 打 ち つ け て いる イメ ー ジ で す 。 

水 の 魔 法 と か で も 使え る と 思い ます 。 

回 回 辺り は 対象 物 に ぶつ か っ て 左 

右 に 飛び 散っ て いる 風 に 描い て いま 

す 。 や は り 波 の 先端 が 左右 に 分 か れ 

て 下 に 落ち て いく 風 に 描く こと で 、 重力 

の 表現 や 迫力 を 出し て いま す 。 

リコ w ッ コ = じ O カ ロロ オ っ 



、 7g/76/ の 

凛 、 へ マー ク は 波 の 送り を 表し て 

いま す 。 僕 の 場合 、 実 際 の 原画 

を 描く 場合 は こう いっ た マー ク を 

入れ る よう に し て いま す 。 その ほ 

う が 中 割り を 描い て も ら う 時 に わ 

か りや すい の と 、 事故 を 防ぐ 意味 

も あり ます 。 



/ ガ gpZZy7<g す /c み Z ヵ 
チチ gr# /e2222oe : 

穏やか に 流れ て いる 波 で す 。 右 か ら 左 に 動い て いく 波 で す が 、 正 確 に は 右手 

前 か ら 奥 へ と 流れ て いる イメ ー ジ で す 。54 ペ ー ジ の 「 大 き な 波 」 に 比べ る と 波 

も 低く 、 白 波 も 大 人 し め に 描い て いま す 。 波 の 山 を 右 か ら 左 へ と 送っ て いま す 

が 、 穏やか な 波 な の で 、 シルエット は 緩やか に 描き ます 。 白 波 も 波 の 表面 に あ 

る だ け で 飛び 散っ た り は し ませ ん 。 た だ 、 現場 で は 56 ペ ー ジ の 「 そ の 場 で 漂 

う 波 」 を 描く こと が 多い の で 、 あま り 使 う 場面 は な いか も し れ ま せん 。 

リコ w コ "5 じ じ Or どら 



と 7g//o/ の 

M ル G/ ら / 7 / 「/ / ず # 船 が 起こ す 引 き 波 水 

船 が 起こ す 引 き 波 の 表現 で す 。 船 の 先 に で きる 波 は 、 

ある 程度 船 が 速い 時 だ け で 、 ゆっ くり と し た 船 の 場合 

は 後ろ の 引き 波 だ け に な り ま す 。 船 の 先 に で きる 波 

は 、 船 の 勢い で めく れ て いる 感じ に な る の で 、 波 の 裏 

側 を 意識 し て し っ か り と 描き まし ょ う 。 波 の 先 に 赤 で 

描い て いる の は T 光 で キラ キラ と 反射 する 光 を 表し て 

いま す 。 こ れ は ラン ダム な 感じ で 光ら せれ ば 大 丈夫 

で す 。 奥 の 引 き 波 は 水 の 動 き と し て 本 円 を 描き な が 

ら そ れ 自 体 を 後ろ に 送り つつ 、 段々 と 消し て いく イメ ー 

ジ で 描き ます 。 テ レビ アニ メ だ と この 2 枚 で 送っ て い 

け ば それ らし く 見 えま す 。 波 の 裏側 に は 影 が つき ます 。 ま た 、 
波 が ( 船 の ) 外側 に 反り 返っ て いる 

リン コッコ 5 じ じ Or らら こと を イメ ー ジ し て 描き まし ょ う 。 



er op oer 4272② 波打ち 際 



、 7g/7o/ の 

水 

次 の 流 
次 の 波 は 先 に 流れ た 波 と 
は 別 の 波 に な る の で 、 波 の 
先端 の 白波 の 面積 を 多く 
描く の を 忘れ ず に 。 

砂浜 と か に 打ち 寄せ る 波 で すね 。 本来 で す と これ に 打ち 寄せ た 波 で 濡れ た 砂浜 

の 描写 も 入り ます 。 僕 の 場合 証 一 困 の 最初 で は 白波 を 多く し て 、 先 ま で いっ た 

所 の 回 一 回 で 白波 の 面積 を 少な くし ます 。 白波 の 下 に 影 を 入れ る と 立体 感 が 増 
し ます 。 そ れ と 次 の 波 が 最初 の 波 に 重なっ て きま す の で 、 そ れ を 意識 し て 描い て 
いま す 。 あ と は これ の 繰り 返し で 打ち 寄せ る 波 を 表現 で きま す 。 

リコ ツッコ 5 じ O7rrrm ら まっ 



/7Zp7zy7caf/7/ ヵ / 
77 /coooe: 肝 避 / ら / 「/ ゴ ぎ 「/ / 水流 

上 か ら 下 へ 向かっ て 渦巻 いて いる 水 の 流れ で す 。 渦 

巻い て いる 部 分 は 影 の 部 分 を 上 か ら 下 に 送っ て いく 

よう に 描き 、 あと は それ に 巻き 込ま れる 水 の 流れ を 重 

ね れ ば 完成 で す 。 水 の 流れ は その 場 で 上 下さ せ て ぶ 

れ さ せま す 。 あと は 泡 を 足す と より それ らし く な り ま す 。 

リン コッコ 5 じ O 三 ロ ル ら 



7g//6/ の 

ル gcr 9@ グ ググ 漁 水 

リア ル 系 の 滝 の 表 現 で す 。 滝 は 水 の 流れ と 滝 つ ぼ の 

水しぶき 部 分 だ け 3 枚 一 4 枚 程 度 ち ょ っ と ずつ 動か し 

た も の を 描い て 、 あと は 撮影 の ほう で ぶれ を 入れ て も 

らい 、 赤 で 描い て いる 光 に 反射 し て いる 部 分 に T 光 を 

入れ る と それ らし く 見 えま す 。 動き の 幅 は 線 1 本 程度 

の 動き で 大 丈夫 で す 。 反射 し て いる 部 分 は わざ と 1 

枚 く らい 違っ た 形 (位置 ) で 描い て お く と より 自然 物 に 

見 えま す 。 

り リンコ w ツ ンコ 5 どじ Oo 末 rr らら 

oe 

3 枚 く らい で ブレ 
水 が 流 れ て いる 部 分 は 3 枚 ほど 

水 の 動 き ( 線 ) を 変え た 絵 を 用 意 

し 、 撮影 で ぶれ 表現 を 加え て も ら 

うこ と で 水 が 流れ て いる よう に 見 

えま す 。 



ee oe oer グ ガン 2 簡 史 化 し た 滝 

流れ て いる 水 を 上 か ら 下 に 送り ます 。 あ み 

だ くじ の よう に な っ て いる 線 は 白波 で す 。 こ 

の 白波 の 線 を 上 か ら 下 へ と 移動 させ て 描く 

オー ソ ド ッ クス な アニ メ に ある よう な 滝 の 流れ で す 。 こと で 下 に 流れ て いる よう に 見 えま す 。 日 

流れ を ちゃ ん と 見 せ た い 場合 は この 滝 の 表 現 を 使い 波 は 棋 の 位置 を 揃え ず 、 あ る 程度 ずら し て 
ます 。 白波 の よう な 水 の 流れ を 実線 で あみ だ くじ の よ 描く と 自然 に 見 えま す 。 
うに 描い て いま す が 、 それ を ブロ ッ ク ご と に 上 か ら 下 
へ と 送っ て いけ ば 滝 の よ うに 見 えま す 。 白波 は 水 が 
光 に 当たっ て 反射 し て いる ハイ ライ ト 的 な 意味 も あり 
ます 。 赤 の ハイ ライ ト は 位置 を 変え ず ラ ンダ ム に ぶれ 

させ れ ば 自然 に 見 えま す 。 こ れ に 1] 枚 か 3 枚 く らい の 

中 割り を 入れ ます 。 

リン コッコ 5 じ oO7rrrm ら らら 



、 7g/7p/ の 

ocrW グ が 叶 口 か ら 出 る 水 水 

蛇口 か ら 出 た 水 が 食 器 な ど に 当たっ て いる 場面 で す 。 

当たっ て いる 部 分 は ハイ ライ ト で ぶれ を 入れ ます 。 僕 

が よく 使う フリ ッ カ ー と いう 手法 が ある ん で す が 、 コマ 

を 戻し た り 進 め た り と ラン ダム な 感じ に する こと で より 

リア ル に 見 えま す 。 蛇口 の 水 っ て 、 チ ョ ロ チ ョ ロ 出 し 

て いる 時 、 蛇口 か ら 少 し 下 の ほう で 半 回 転 し た りす る 

ん で すね 。 な の で 蛇口 か ら 少し 下 の 所 に ハイ ライ ト を 

入れ て お く と それ っ ぱく 見 えま す 。 全体 的 な フォ ルム 

は 細か く 変 え ず 、 入 れる と し て も 大 きく 変え た も の を ] 

枚 だ け 入 れ 込む と より 自然 に 見 えま す 。 

リン コッコ "= どじ On ロロ # ら 



/ ガ 7 ヵ /Zyg<g す /pZ ヵ oe ee 
チ たげ rr# /e222e 上 ル 選 7 ら /- 7 7 “4 / ミル ク ク ラ ウン 

mr 落下 点 の 影 
ある 程度 の 距離 まで 水滴 が 落ち 

て きた ら 落 下 点 に 影 を 入れ ます 。 

昌 072| 
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、 7g/7o/ の 

水 
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/ ガ 7 ヵ /Zy7<a す /pZ ヵ ae ad 
チチ r# /e2220e : 上 ル 選 7/ ら /- 7 7 “ グ 4 / ミル ク ク ラ フラ ウン 

関 四 

ーーー- ー 
ン で っ テー SN 過 < ペ ーー ラテ ーー< pm 

Y デベ 才 - .- こさ ここ ニニ ーー テー タン ーー こ ーー 
ニー ここ ーー < ジン ーー ここ 王 

ーー ーー ー 
ーーー 5 

074| 

実際 の 映像 を 見 る と わか る の で 

す が 、 王冠 の よう な 水しぶき が 飛 

ん だ あと 、 水 の 落下 点 か ら 水 柱 の 

よう に 盛り 上 が っ て きま す の で そ 

れ も 描 きま す 。 他 の 表現 も そう で 

す が 、 実 際 の 映像 を コマ 送り で 

何 度 も 見 る こと が 大 切 で す 。 症 還 ie 下 点 か ら 上 が る 水 

" 

ーー テー 2 ーー た 。 で で や へ 一 

< で つっ ai ーー ーー ブー ンー Se 
ーー 



77g/7p/ の 

水 

白 T 光 スー パー 

水 の 色 で 塗り 

水 の 盛り 上 が っ て いる 部 分 は 天辺 部 分 に 白光 を 入れ て 反射 し て いる 表現 を 加え 

ます 。 ま た 、 スー パー( 多 重 鍵 光 ) を か け て 水 の 透 明 感 を 出し ます 。 波紋 部 分 は 水 

と 同色 で 彩色 し 、 ダ ブ ら し を か け て 波紋 が 揺れ な が ら 広がる 様子 を 表現 し ます 。 

um ー ea 、 、 
ae 6 こ こ ーー< ー ン 3 
< る ンー ーー ーー ュー ラッ ンー 

* 和 時 oe メ 
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ーー ー 



/ ガ 7 ヵ ZZygcg す gpZ ヵ 
チ た ルル, と と す / ら 77779 の ら 

四 

ッッ 
ヽ 、 mw 

へ ーー ーー ーー ーー デ 還 
や で の ンー 一 

lp ーー ーー 一 
て ーー ーー 

ーー ーー en 

ーー 一 蘭 ー ニー ニーー 一 ON 

の ーー 、、 ぺ 
ーー みーこ e 

< デー 
TL 

さこ こ Pe 

ここ ー 

ル 己 / ら / 727“ ガ 7 / ミル ク ク ラ ウン 

me ぐ き - 虹 = ダ ーッ 

ーー ラン ー 

に ペー ニーー 

水 が 落ち た 時 に 王冠 状 に 水滴 が 広がる 現象 で す 。 

これ は 実際 の 映像 や 実物 を 見 て 描く の が 一 番 で す 

ね 。 僕 の 場合 は 映像 を 1 コマ ご と に 追い か け て 描い 

て いま す 。 意外 と アニ メ で も 使わ れる 場面 が ある の で 

覚え て お いた ほう が 良い で す 。 涙 が こぼれ た 時 の 表 

現 や 青春 も の の 間接 的 な 表現 、 料理 アニ メ で スー プ 
に 1 滴 垂らす 場面 な ど で 使わ れ ま す 。 ボ イント と し て 

は 、 波紋 の 広がり と その 送り 方 に 気 を つけ て 描く こと 

で す 。 男 の 波紋 部 分 は 水 の 色 で ダブ らし を 入れ て い 

ます 。 

リン コッコ 5 どじ OO どら 



、 7g//7e/ の 

水 

水面 が 落ち 着い た ら 波 紋 は 多く 

描く 必要 は あり ませ ん 。 外側 に い 

くに 従っ て 自然 に 消え る 感じ に 描 

きま し ょ う 。 

ーーー SN コ 

。 〆 レー デニ ーー テー SN、 
we ーー ーー < ニュ クー ニー Sa -5 ん と ゝ っ っ ン _ 

lp778 



/ ガ 7jZZy7cg す ZZpZ ヵ 
たげ gr# /e222/2oe : 

078| 

Mgr 92 7 っ / 間欠 泉 

」 加 

ーWXP 
吹き 出し た 直前 の 水 の 上 部 分 

は 水 の 勢 いと 水蒸気 の 表現 と し 

て ダブ らし (WXP) を 加え て いま 

す 。 形状 的 に は キノ コ の 様 に 上 

を 大 きく 下 を 細く 描き ます 。 水 

の 上 部 分 は 下 か ら の 力 で 押し 上 

げ ら れ ま す が 、 同 時 に 重力 に 負 

け て 下 に 落ち よう と する の で この 

よう な 表現 に な り ま す 。 



下 に 落ち た 水 は 同 心 円 状 に 広 

が っ て いく よう に 描き ます 。 そ の 

時 、 水 が 落ち て きた 勢い を 表現 す 

る た め に 白波 を 加え て 波 立っ て い 

る 感じ に 描く と 良い で す 。 

、 7g/7o/ ソ 

水 



/ ガ ZpZZy7<g す ZZj / 
たげ 選 と # /ec222e : ルル 7 ら / / み / mp / / 間欠 朱 

leo| 

ーー 



これ は 水 が 下 か ら 上 に 噴射 し て 重力 に 従っ て 下 に 落 

ちる 骨 間 で す 。 そし て 地面 に 水 が 溜 まっ て いく と いう 。 
間欠 泉 と いう か 噴水 の よう な イメ ー ジ で す 。 水 が 上 

に 上 が っ て か ら 下 に 落ち る と いう 表現 が ポイ ント に な 

り ま す 。 一 回 頂点 まで 水 が 上 が っ て 、 そこ か ら 笠 の よ 

うに 広がっ て (ここ で ダブ らし 入れ る )、 重力 に よっ て 

下 に 落ち る と いう 流れ に な り ま す 。 上 まで 上 が っ た 段 

階 で 水 を 水滴 に し て 消し て し まう 人 も いま す が 、 ある 

程度 の 水量 が ある 場合 は 水 が 下 に 落ち る まで を 描い 

た ほう が それ らし く 見 えま す 。 水 が 重 力 に 負け て 落ち 

る の を 描く の は 難し い の で 、 映像 を 見 て 勉強 し た ほう 

が 良い で すね 。 

リン コッコ 5 じ O7777rr7 ら ロ ま ら 

7g//o/ ソ 

気体 に な っ た 水 を 重ね る 
回 - 団 まで は 気体 に な っ た 水 を プラ シ で 透け させ て 入れ て いま す 。 

水 

si 



/ ガ ZZ 「 ゴ / / nn 2 

と 7rcr cc。 oorW グ が 7p 奥 か ら 手 前 に 打ち つけ る 波 



、 7g//o/ ソ 

水 

ーー ニー デビ 間 ーーーーーーーーーーーーーーー___ ーー 
ー ラー ニョ ーー ーー デー ー デ テー 一 ーー 

NN ーーー ンー ーー テー 
NN、 ヾ  で ざ ̂ ま ーー ーー テーー ーー Ss ニー 

ニョ ュ ーーー ーー テー ニー ョ ーー ーー 一 一 ョ と ーー ニニ ー ニ ーーー ニ ーー な WW ia 

アテ ーーー ンー 。 ーーー ニ ーー ニン ーー - 提 g 細 ミー 

ーー と ラー ニン ン ッ ウ ンー シー ナン 
ラ ォ っ ンプ 2 アデ ンー ンク ーー ーー デ ニー で 

ーー ー < Ne < プン ii = っ ーー ーー で 7 ン PB 

ンー 回 Cs me = ーー ンー と 

ンー E e ーー 
ンー ニー ァ - ーー こ ーー ンマ ンー っ ビデ ー 

ジー ーー ーー つ 
ン ンー ーー ご 

大 き な 波 の 場合 、 波 の 表側 と 裏側 を 意識 し て 描く 

こと が 大 切 で す 。 表側 に は 縦 方 向 に 筋 を 入れ る 

こと で 波 が 流れ る 向き を 表現 し ます 。 裏側 は 影 

を 入れ つつ 、 や は り 縦 方 向 に 線 を 入れ ます 。 



/ ガ 7 『 #/ 」 we 人 ゃ 

77 を coc oorW が 2 ガ 7p 奥 か ら 手 前 に 打ち つけ る 波 
『ーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニーー ョ ーー ニーーーーーーーーー ニ ーー 

グ / 
〆 ぺ へ や 

っ グ 

グ 

グン 



、 7g/76/ の 

水 

奥 か ら 手 前 に 向かっ て 大 き な 波 が 押し 寄せ る 様子 で 

す 。 手 前 に は 荒れ て いる 波 を 描き 、 そ の 奥 か ら 大 き 

な 波 が 手前 に や っ て きま す 。 そ し て 手前 の 波 を 押し 

の け て 弾け る と いう イメ ー ジ で す 。 荒れ て いる 波 は 、 

山 の う ね り を 大 きく 描き 、 白 波 も 多く し て いま す 。 奥 か 

ら や っ て くる 大 波 は 、 波 の 表側 (上 側 ) と 裏側 ( 下 側 ) 

を 意識 し て 描き ます 。 了 弄 以降 は 水 の 中 に カメ ラ が 入っ 

た イメ ー ジ で 、 あと は 大 胆 に ラン ダム に 影 を つけ て し ま 

えば OK で す 。 ハイ ライ ト に 関し て は 同じ よう な 位置 

で ラン ダム に 光ら せる イメ ー ジ で す 。 

リン コ w コ 5 じ O7 ロ どら 



/7zp7zyzc が 7< の /2 
チ た リグ ルイ すず / ら 777790 ら ル g/ ら / 7 / 突然 発生 し こ 湾 

勢い を 出す た め に 白波 の 面積 を 

多く し 、 縁 を ギザ ギザ に 表現 し て 

いま す 。 波 の 表側 と 裏側 を 意識 

し な が ら 縦 に 線 を 括 き ます 。 縦 

の 線 は 内 側 か ら 外 側 へ 放射 状 に 

伸び る よう に 描き まし ょ う 。 



、 7g/7o/ ソ 

水 



/ ガ 7 ヵ ZZy7<g す ZZ ヵ / 
た 7 げす /e27220e : ル 紀 7 ら / 77 / 箕 欠 発 二 し た 選 



その 場 か ら 急 に 波 が 発生 し た 場合 で す 。 水 の 魔法 と 

か を 表現 する 際 に 使い ます ね 。 基 本 的 に は 82 ペ ー ジ 

の 津波 と 同じ く 先 端 の 白波 は 多く 描い て 、 波 の 表面 

に 入れ て いる 筋 の よう な 線 は 水流 の 方 向 を 表し て い 

ます が 、 これ は 左右 に 送っ て いく 感じ に する と 流れ て 

いる よう に 見 えま す 。 ハイ ライ ト は 波 の 天辺 の ほう に 

入れ て いま す 。 

リン コッコ '5 じ O7nrrr ど # ら 

、 7g//6/ の 

水 



/ ガ ZgZy7<g す /Zc み / ヵ 
「 選 / リア っ と す /c777790 ら M ル 己 / ら / 72 7 の / 大 きい 水しぶき 

対象 物 に 当たっ た 波 の 先端 を 左 

右 に 割る こと で 勢い を 表現 し ま 

す 。 波 の 大 き さ や 対象 物 の 形 に 

より ます が 、 中 心 に 大 き な 裂 け 目 

を 描き 、 さら に いく つか 細か い 裂 

け 目 を 作っ て お く ほ う が 自 然 に 見 

えま す 。 
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右 で 波 が 当たっ た 時 の フォ ルム を 残し た まま 、 

回 で は 水しぶき に 変え て 消し て いま す 。 

右 奥 に 対象 物 が あり 、 それ に 当たっ て 消え る 水 を 表現 

し て いま す 。 注意 点 と し て は 、 水 が 当 た っ た 時 の フォ 

ルム を 残し つつ 消す と いう 点 で すか ね 。 水 な の で 対 

象 物 に 当たっ て 弾け て 重力 に 負け て 上 か ら 下 に 落ち 

て いく ん で す が 、 当たっ た 時 の フォ ルム を 残し つつ 消す 

こと で 水 の 勢 い を 表現 し て いま す 。 

リコ ッッ コ 5 じ Orrrm ど 5 ら 

、 77g//7e/ の 

水 



/ ガ /aggy7<g す gpZ ヵ 
77r# /ccoo2oe。 選 7 ら / ぎ きめ /  ) / 小さ い 水 し ぶさ 

| 
『 アア 

AA ト BE 
ン デ 『 

ぃ へ に 【 / Y 7 

2 本 U 
(いい. ヽ 0 V \? 

N。 NNv り W ( 

k ヽ へ 2 MI I 

1 い NNW \ ヽ ど へ 

V \ い 

回 左 に ある 対象 物 に 当たっ て 手前 に 跳ね 返っ て き て い 

る イメ ー ジ で す 。 ポ イン ト と し て は 、 先ほど の 水しぶき 

も そう な ん で す が 、 対象 物 に 当たっ た 時 に 水 が 左 右 

に 裂け る (分 か れる ) 感じ に する と 、 重力 を 表現 し や す 

く な り ま すし 、 画面 映え し ます 。 手 前 に 跳ね 返る 波 は 

津波 と 同じ よう に 表側 と 裏側 を 意識 し て 描き ます 。 

z- へ 、 N り ン コッコ 5 じ Onrrrm ら まっ 
いき 

へ いい ペ メ 

と スパ 
、 っ 22 ググ PAN ンー デオ いま 
ジラ ルン 2 じ あ ノンノ グ タ - ) 



の ap/ez フ 
水 

当たっ て 跳ね 返る 部 分 で は 水 し 

ぶ き も 波 と 合わ せ て 放射 状 に 飛 

び 散 り ま す 。 波 の 形状 に 合わ せ 

て 飛ば す の が ポイ ント で す 。 

loss 



/ ガ 7j/Zy<g す /pZ ヵ 
チ た たげ プチ ァ rr# /e272e 」 ル go 9 プク グル / 大 き な 泡 

紅 計 

影 を 大 胆 に 消し た り 出 し た りす る と 泡 っ ぽく 見 えま す 。 

それ と 影 は 内 側 に 巻き 込ん で いく よう に 描き ます 。 あ 

と 泡 の 場合 、 ち ぎれ る 感じ に な る こと が 多い の で 、 そ 

の 辺 を 意識 し て 描く と 良い で す 。 

リン コッ ンコ だ じ O の nr らら 



、 7g/7o/ ジ 

水 

大 き な 固 まり が その フォ ルム の まま 上 に 上 

が っ て いく よう に 描き ます 。 その 中 で 影 は 

内 側 に 巻き 込ん で いく よう に し まし ょ う 。 ま 

た 、 水 の 抵抗 を 表す た め 、 少し 左右 の 端 を 

下げ て (球状 に ) 描く の も ポイ ント で す 。 

loysl 



/77pZzy7cg が が の / ヵ 
と rc を co oor き が アル / 物 が 沈ん で いく 時 の 泡 

回 対象 物 が 水 の 中 に 沈ん で いく 時 の 泡 は 煙 の 応用 に な 

パ り ま す 。 煙 と 違う の は 、 上 に 向かっ て 泡 の 固まり が 上 っ 

て いく 表現 と 、 対象 物 が 下 に 向かっ て 伸び て いく ( 落 

ち て いく ) 表現 を 入れ る こと で すね 。 大 き な 泡 の 固 ま 

り は 赤 の 印 で 示し た よう に 煙 と 同じ よう に 下 か ら 上 に 

送っ て いき ます 。 実 際 の 泡 は 動き が 早い ん で す が 、 ア 

ニ メ の 場合 は 印象 的 な シー ン に 使わ れる こと も 多い 

の で 、 実際 の 泡 よ り も 2--3 倍 遅く し た ほう が それ らし 

く 見 えま す 。 

リン コッコ "5 どじ O77rrrr ら 記 ら 



の 7g//o/ ソ 

いく つか の 曰 い 泡 の 固まり が 現れ て は 上 に 

移動 し て いく イメ ー ジ で 描き ます 。 対 象 物 

の 周り の 泡 は 対象 物 の 大 き さ に 合わ せ て 由 

を 狭く 、 上 に 昇っ て いく ほど 水 の 抵抗 な ど 

で 泡 が 横 に 広がり ます 。 

水 

試 24 



7/77 777 た) す // 7 / 「 a 
チチ gr# /e2720e ルル 選 / ら /- 7 ノレ クム / 小さ な 況 

小さ な 泡 は 賑やか し 程度 に 入れ る 場合 は 、 古 か 還 の 
どちら か を 使っ て 、 あと は 中 割り 3 枚 く らい 描い て 下 か 

ら 上 へ 送っ て いけ ば OK で す 。 僕 が よく や る 手法 は 、 

請 と 長 の 泡 の フォ ルム と 位置 を 少し ずら し た 調 を 用 意 
し て 、 タ イム シー ト で 訓 と 還 を 入れ た り 抜い た りす る こ 

と で 、 揺れ な が ら 上 っ て いく 泡 を 表現 し ます 。 実際 の 

泡 っ て な か な か 目 に する 機会 は 無い の で す が 、 ラ ンダ 
ム に 揺れ 動き な が ら 上 が っ て いく も の な の で 、 その 辺 

を 意識 し て お く の が 大 事 で す 。 

リン コッコ 5 じ O7 ロ どら 



、 7g/7o/ ジ 

水 

工 4】 



777 だ (77 / - / 、 
7 げす /soo20e。 肝 避 7 ら / 「/ ィ タ ィ タ / | \ さ な 光 

タイ ムシ ー ト の 打ち 方 
泡 を 描く 時 の タイ ムシ ー ト の 打ち 方 例 を ふた 

つ 紹 介し ます 。A、B と ある の は A セ ル 、B セ ル コー 

で 、 ふ た つの セル を 重ね て 表示 する こと を 表し 普通 に 打っ た 場合 ーー デー 
て いま す 。 ま ず 左 側 は 普通 に 表現 し た 場合 で 9 
す 。 証 と 困 の 原画 を 使っ て 2 コマ 打ち で 繰り AB 
返し 描い て いき ます 。 こ れ で も 十分 に 泡 に は | 1 画 メ ae 
見 えま す 。 右 は 一 と 阿 の 原画 を 交互 に 見 せ て 2 コマ で 1 枚 の | キー _ 
いま す 。A セ ル に 泡 が ある 場合 、B セ ル の ほう 絵 を 表示 する ト | 1 
は 空 セ ル ( 何 も 描い て いな い セ ル ) に し て いま の で 2 コマ 打ち 3 | ノ || | ニル か B セ ル に 絵 
す 。 同様 に B セ ル に 泡 が ある 場合 は A セ ル の 4 | メ | ノ が 入っ て いる の 
ほう を 空 セ ル に し て いま す 。 こ れ を 繰り 返し 見 ーー オ で 結果 的 に 1 コ 

せる と 、 泡 が 激しく 動き な が ら ( ぶ れ な が ら ) 上 5 | ノ | | で 打 ち に 見 える 
に 上 が っ て いく よう に 見 えま す 。 泡 は ハイ ライ 6 | メメ | ノ 

ト の 位置 や フォ ルム を 変え て お く と さら に 動き 7 | ノ メ 
が ある よう に 見 せる こと が で きま す 。 

8 |〆 メ | ノブ 

9 デメ 
| 100 | 原画 訓 「 10 / 

る ⑯ @ 1 | ノ 

の * 9 12 トコ 

人 <" | 13 

⑯ | 14| リ 」 
9 15 上 

の: 16| ト | 

- ' 17 
原画 中 18 

ド D ルン 19 

E 20 

5 21 
に 2 泡 の 位置 決め に つい て 

③ 23 | 中 割り の 場所 を 計算 し て 原画 を 上 の よう に 配置 する こと 
の で 、1 コマ 打ち の フル アニ メー ショ ン の よう に 泡 が ぶれ な 
FE』 aa が ら 上 に 上 が っ て いき ます 。 



湯 所 と 蒸気 
7 は 上 に 立ち 上 る 一 般 的 な 湯気 で す 。 以 は よく コッ プ か ら 立 ち 上 る 湯気 で すね 。 た だ 、 立 ち 上 っ て いる だ 

け の 湯気 の 場合 、 湯気 を 入れ て ほし いと いう アタ リ の 意味 程度 に 描く こと が 多く 、 実際 に は 撮影 の ほう に 

最終 的 に 処理 し て も ら う こと が 多い で す 。 ど の は 最大 に 描き 込ん だ 場合 の 湯気 の 表現 に な り 、 こ れ は 原画 と 

し て 描い て いま す 。 薄い 蒸気 、 普通 の 蒸気 、 濃い 蒸気 の 3 段階 で 表現 し て いて 、 蒸 気 機関 と か 料理 アニ メ 

で よく 使い ます ね 。 ち な み に 内 側が 薄く て 外側 が 濃い 場合 で も 蒸気 に 見 えま す 。 

2 
/ 





/7g/7/ プア 

風 の エ フェ クト は 単体 で も 使用 で きま す が 、 

炎 や 爆発 と 組み 合わ せる こと で より 迫力 の 

ある エフ ェクト 表現 が 可能 に な り ま す 。 使 

い 勝 手 の 良い 風 や 迫力 の ある 竜巻 な ど を 

参考 に し て みて くだ さい 。 

7 



/ ガ 7pZZyg<g す が pgj 
チチ gr# /e2220e 

ーー 

ル ヵ 7 9 グ 7 グ / ) 風 

0。| 

これ は 暴風 な ど を 描く 際 、 手前 に 入れ て 風 が 流れ て 

いる 感じ を 出す た め の エ フェ クト で す 。 これ を 入れ て 

お く と 風 が 吹い て いる 感じ を 凄く 出せ ます 。 右 か ら 左 

へ 流れ て いる よう に 中 の 影 を 送っ て いま す 。 実際 に 

入れ る 場合 は 薄く 透け させ て 入れ ます 。 あ と は 大 き 

な 爆発 が 起き た 時 に も 使い ます ね 。 そう する と 爆風 

が 吹き 抜け て いく よう に 見 えま す 。 

リン コッ ンコ 5 じ じ Or らら 



7g/7o/ アプ 

風 

ある 程度 勢い の ある 風 を 描く 場合 、 回 、 回 の よ 

うに 時 々 大 きく 波 打 っ た 風 を 描い て お いた ほう が 

勢い を 表現 で きま す 。 

hosl 



/ ガ Z ヵ ZZy7<g す ZZ ヵ / 
と rec を cc の 7 24 グ アク 破片 を 含む 風 

地面 近く で 風 が 巻き 起こ っ て いる 際 に 前 面 に 入れ る 

エフ ェクト で す 。 小さ な 破片 ( 土 ) や 煙 ( 砂 ) を 入れ 

て お く と 強い 風 が 巻き 起こ っ て いる 風 に 見 えま す 。 大 

体 3 枚 く らい で 描く こと が 多い で すね 。 風 と 煙 の 部 分 

で 風 の 流れ (方 向 ) が わか る よう に 送っ て お け ば 、 破片 

に 関し て は わり と ラン ダム に 配置 し て し まっ て 大 丈夫 

すま 。 

リン コツ ンコ "= じ O の 7 どら 



風圧 の 表現 
これ は 戦っ て いる 場面 で 迫力 を 持た せる 際 な ど に 入れ る 風 

圧 の エフ ェクト で す 。 画面 の 端 か ら 端 まで 動か し て 入れ て い 

く と 激 し さ を 表現 で きま す 。 実 際 に は ここ まで 濃く 映る こと 

は な く 、 透け させ て 薄く 入れ る よう に し ます 。 撮影 で ぼかし 

を 入れ る の で 影 は 入れ て いま せん 。 まあ 、 賑やか し の エフ ェ 

クト 表現 で すね 。 



/ ガ 7 ヵ gZy が ca す Zp/ ヵ 
た / げ gr# /e2222oe : 

竜巻 の 形 を 描い て 、 渦 巻い て いる 感じ を 出す た め に 円 

上 に 線 を た くさ ん 描き 、 濃い 青 で 描い て いる 大 き な 影 

の 部 分 を 回 転 方 向 に 送っ て いけ ば 竜巻 の 動き に 見 え 

ます 。 影 の 部 分 は 少し 大 きめ に し て 影 面積 で 表現 す 

る と 回 転 し て いる よう に 見 えま す 。 あ と は 賑やか し 程 

度 に 赤 で 描い た ハイ ライ ト を 入れ て お け ば 密度 は 足り 

ます 。 動か す 時 は 中 割り 無し に し た ほう が コン トロ ー 

ル し や すい と 思い ます 。 大 体 5 て 6 枚 あ れ ば 大 丈夫 

で すか ね 。 

リン コッ ンコ 5 じ じ Or らら 



、 ん 7g/7o/ プア 

風 

- ii Ei _」 

竜巻 全体 の フォ ルム は それ ほど 大 きく は 変 | 1 0 9 I 

わり ませ ん 。 回 転 し て いる 感じ を 出す ボイン 

ト は 、 影 の 部 分 で す 。 影 を 回 転 方 向 に 動 

か し て いく こと で 竜巻 が 回 転 し て いる よう に 

見 えま す 。 



/77pZzy7ca が 7 の / ヵ | / 2 
た どす /eo22706 ルル 77 プ 7 「/ 7 / 草 交 に 合わ せる 風 

電 い いい il 加 MM//// N、、 3 
バ N OM / の ルク い AN、 NN 

NN U ゲ ん 
AS is NNI 

N \ ゲ の : い \ 

ヽ S N N 

NNN W 人 ぷ \ ) / 

これ は 108 ペ ー ジ の 竜巻 に 重ね る た め の エ フェ クト で す 。108 ペ ー ジ 

の 竜巻 が 奥 に 配置 する A セ ル で 、 こち ら の 風 は その 手前 に 重ね る B セ 

ル と いう イメ ー ジ で すね 。 下 に 吸い 込ま れ て いく と いう イメ ー ジ で 、 そ 

れ を 表現 する た め に 上 か ら 下 へ と 移動 する 影 を 青 で 入れ て いま す 。 

| 1 1 U | リコ w コ '= じ O77m ど ら 

へ 7/ 
さ > NN ヽ // ロ 1 ゾ / レ ノビ 
NM \ N NN 6 / 

NN Ns.】 『 0 ア 



章 巻 と 風 を 合わ せ た 場 合 
自然 災害 の 竜巻 で る も れ ば 108 ペ ー ジ の 竜巻 だ け で 良い の で す が 、 例え ば 魔法 で 吸い 込む 竜巻 

を 表現 する 場合 は 、 上 か ら 下 に 向かっ て 吸い 込ん を で いる 風 を 表現 し た エフ ェクト も 重ね ます 。 エ 

フェ クト は 複数 の エフ ェクト を 重ね る こと で 異な っ た 状況 を 表現 する こと が で きま す 。 



/ ガ 7 ヵ gZyg<a
 す /cp/Z ヵ 

た と を 7e77779 の ら : zg 42 吸い 込む 竜巻 

ーー テー テテ ーー== 

SS 
ン ン 

アン ググ 
グ 

ーー へ 計 
NNN 

ここ ンス 

竜巻 が 発生 する 瞬間 を 描い た も の で す 。 周囲 か ら 集 

まっ て くる 風 と 、 中 心 に 発生 し た 竜巻 を 描い て いま す 。 

琴 - 回 の 同 は 中 割り 無し に する と 勢い よく 出現 し て い 
る 感じ が 出せ ます 。 困 一 回 の 問 に 中 割り を 入れ て ぶ 

れ た 感じ を 出せ ば 暴風 の よう に 見 えま す 。 集まっ て く 

る 風 の 動 き を 逆 に 描け ば 風 が 嘆 出 する 竜巻 を 描く こ 

と も で きま す 。 

り テ コ w コ '=5 どじ On どら ロ ら 



/7g/7/ プア 

この 竜巻 も 影 の 部 分 で 回 転 し て いる 様子 を 表現 し て いま | 1 1 3 | 

す 。 周囲 か ら 流れ 込ん で くる 風 は 、 竜巻 の 発生 源 で あ 

る 地表 付近 に 集まる よう に 描い て いま す が 、 も し 発生 源 

が 竜巻 の 中 央 に あれ ば そこ に 集まる よう に 描き ます 。 



/77pZZy7caf7 の / ヵ / ーー 二 w * 
みす /coo20o- ルル 7  / / // の 衝撃 波 

回 。 。 加 

4| 



ビー ム が 発射 され た 時 の 賑やか し の エフ ェクト で す 。 

風圧 みた いな も の で す 。 ビ ー ム の 上 に 組み 合わ せ て 

使い ます 。 ビ ピー ム は 基本 的 に 丸 で 表現 され る の で 、 

衝撃 波 も ビー ム の 丸み に 合わ せ て 丸 を 描く よう に 描い 

て いま す 。 衝撃 波 自 体 も 回 っ て いる イメ ー ジ で 送っ て 

いま す 。 衝撃 波 を ちぎ ざれ た 感じ に 描く と 激 し さ と いう 

か 飼 力 が 出 ま す 。 

り リコ w コ "5 どじ Onrrr ら ロ # ら 

/7g/7p/ プア 

風 





/7g//p/ 7 
り 

\』 ノ 

この 章 で は 電 や ビー ム な ど 、 ア ニ メ の 表現 
と し て 欠か せな い エ フェ クト を 描い て いま い 
す 。 大 胆 な フォ ルム で 描く 光 の エフ ェクト を \ 

参考 に し て くだ さい 。 

/// 



チチ r# /e2272e 

ーー 入り は 大 きく し で 、 エネ 
ルギー が 溜まっ て いる 
感じ を 出し ます 。 

証 で 雷 の 始ま り を 大 きく 描い た の は 、 ピー ム と 同じ よう に エネ ルギー を 溜め て いる 
様子 と 落ち る 方 向 ( 下 ) を わか りや すく 見 せる た めで す 。 そ の ほう が 画面 と し て 上 
か ら 下 へ 落ち る こと が 表現 で きま す 。 リ アル に 考え れ ば 細い 光 が そ の まま 下 に 落 
ちる 感じ に な る ん で す が 、 ] 枚 目 の 溜め を 描く こと で アニ メ 的 な 表現 に な り ま す 。 

リン コッ ンコ 5 じじ Or ロロ ロビ ロイ ら 

グー ON NN 

雷 の 線 は カク カク と 曲がっ た 緑 と 直 

線 の バラ ンス が ボイン ト で す 。 直線 

部 分 は 直 緑 定規 を 使っ て シャ ー プ な 

線 を 描き ます 。 カ ク カ ク と し た 部 分 

は 大 胆 に 動き を つけ た ほう が アニ メ 

的 な 表現 に な り ま す 。 



/7g//o/ 7 
\ 

he 



/ ガ ZZygcg す gg ヵ / 
と 77ccf oc 7//077@24 グ / 笛 

ロ 

0| 



La マ w ト Y リ ーー 一 … マ マ 密 の シル エッ ト の バリ エー ショ ン 
雷 の シル エッ ト の バリ エー ショ ン で す が 、 実は シル エッ ト 自 体 は それ ほど 大 きく 変わ り ま せん 。 直線 を 多用 し て 描く 

と アニ メ っ ぱ ぽい 表現 に な り 、 曲線 な ど で ぶ れ た 感じ に 描く と 情報 量 が 多く リア ル っ ぽい 表現 に な り ま す 。 実際 の 

現場 で は B や C の 表現 が 多い で すね 。 

/ ガ 7 
一 番 シ ンプ ブル な シル エッ ト で す 。 

し 1 / 
! 

定規 を 使っ た 直線 と フリ ー ハ ンド の 曲 二股 に 分 け て 少し リア ル な 表現 に し た 

線 で 印象 を 残す 感じ で す 。 も の で す 。 撮 影 処 理 を 施す と わり と リア 

ル な 雷 に 見 えま すね 。 

最も 細か く 描 いた も の で 、 放電 な ども 描 

いて いま す 。 



77727z77 コ が 7 の / か 
た / げ gr# /22222oe : 

一 般 的 な ビー ム の 動き を 横 か ら 見 た も の で す 。 

証 の 発射 の 瞬間 は 次 ペー ジ で 詳し く 解説 し て い 

ます 。 オ ー ソ ドッ クス な ビー ム な の で 、 一 直線 に 

横 に 伸び て いく イメ ー ジ で す 。 途中 ビー ム の 太 

さ を 多 少 変え て 描く と それ らし く 見 えま す 。 

リン コッコ 5 どじ O7m 避 ら 

/:/7/ 9 グプタ 一 般 的 な ビー ム 

販 Z と る デシ ンク ンプ ンダ ンク ー プン アン アン ンプ レン イレ ー | 



発射 時 点 の パリ エー ショ ン ビー ム 発 射 の バ リエ ーション 

ビーム の 場合 、 溜め て 発射 と いう の が 一 般 的 な アニ メ の 表現 に な る の で 、 溜め の 部 分 で 

表現 を 変え る こと が 多い で すね 。 発射 し て し まう と 、 基本 的 に は た だ の 横 の 直線 に な っ て 

し まう の で 。 溜め の 部 分 は A、B の よう に 派手 に 動か すか 、 こ と の よう に シン プル に 丸 で 表 

ーー 現す る な ど が あり ます 。 

話 信 この 民夫 で 直進 する ビー ム に な り ま す 



7/7 77 だ (2 77 / / ae 6 
と 77c を oc 7// の の 7 の 2 依 イ ン バ パク ト を 与え る ビー ム 

右 _ 抽 

同 は エネ ルギー が 溜まっ て い 

る イメ ー ジ で 画面 半分 を 覆う く 

らい 大 きく 描く こと で 、 見 て い 

る 人 に イン パク ト を 与え ます 。 

24| 



ーー ーー 罰 2/ez 7 
光 

3 回 
回 回 で いき な り 発 射 方 向 と は 逆 に ビー ム を 描く リン グ を 描く こと で ピー ム の フォ 

こと で さら に イン パク ト を 与え ます 。 こ れ は と ルム が 丸い こと を 表し て いま す 。 - 

イン パク ト 用 な の で 、 ] コマ だ け 表 示し ます 。 - 



7// 7 だ (77 / ー と 
と rcr oc 7// の の 7 の 9 グ 2 人 イン バク ト を 与え る ビー ム 

この ビー ム は 122 ペ ー ジ の 一 般 的 な ビー ム と は 

異な り 、 見 て いる 人 に イン パク ト を 与え る た め の 

ビーム で す 。 その た め 、 ビー ム の フォ ルム を 大 腸 

に 描い て いま す 。 発射 の 瞬間 は 画面 半分 を 覆 

うく らい 大 き な 固 まり を 描く と イン パク ト を 与え る 

こと が で きま す 。 ま た 、 時 々  発射 方 向 と は 異な 

る 方 向 に ビー ム を 描く こと で 、 さ ら に イン パク ト を 

与え られ ます 。 こ の ビー ム は 僕 が 尊敬 する アニ 

メー ター の 方 が 描い て いた も の で 、 映像 を コマ 

送り に し て 研究 し まし た ( 笑 )。 

リン コッコ "5 じ O ロ どら 



ブラ シ 剛 光 
プラ シ 処 理 で 較 光 を 描く 場合 も あり ます 。 
作品 の 世界 観 に よっ て 使い 分 け ます 。 

関 光 の 表現 方 法人 
内 光 の 表現 方 法 の バリエ ーション で す 。 上 は T 光 で 表現 

し た 閲 光 、 下 は ブラ シ で 表現 し た 関 光 で す 。 ど ちら も 使用 

する 場面 と し て は 、 遠く で ミサ イル が 発射 され た 時 、 砲撃 が 

行わ れ た 時 な ど で す 。 あ と は 銃 や 剣 の 先端 が 光っ た 場合 

に も 使用 し ます 。 カ メラ の レン ズ フ レア の イメ ー ジ で す 。 

T 光 内 光 
T 光 の 関 光 は 徐々 に 大 きく し な が ら 回 転 
させ る と 格好 良く 見 えま す 。 



/77pZzy7cg が が 7 の Z ヵ 
7 /cooooe: 7//77/ 7 が“* ガ 7 グラ フィ カル な ビー ム 

発射 の 瞬間 、 画 面 を 半分 履 っ て 

イン パク ト を 与え ます 。 それ と 同 

時 に 、 ビー ム を 発射 し て いる 方 向 

も 表し ます 。 

次 の 原画 で は ビー ム を 細く し て 差 

を つけ ます 。 そ うす る こと で イン パ 

クト を 与え ます 。 



/7g//o/ 7 

光 

あと は グラ フィ カル に 大 胆 な フォ 

ルム で ピー ム を 描い て いく と より 

派手 な 感じ が 出 ま す 。 た だ し 、 ビ ピー 

ム の 進行 方 向 側 を 細く する な ど 、 

ピー ム の 方 向 性 を 意識 し て 描く こ 

と が 大 事 で す 。 



/ ガ Z ヵ ZZy が cg す /p/ ヵ 
チ た / JT リッ プ す / ら 77779 の ら 

ao| 

グラ フィ カル な ビー ム で す 。 イン パク ト を 与え つ 

つ 、 画面 映え も する よう な ビー ム で すね 。 ピ ビー ム 

の フォ ルム を グラ フィ カル に より 大 胆 に 描く の が 

ポイ ント で す が 、 ビー ム の 進行 方 向 を 意識 し て 

描く よう に 注意 し まし ょ う 。 基 本 は ビーム の 進 

行方 向 側 を 細く 、 反対 側 を 大 きく 大 胆 に 描く こ 

と 、 ま っ た く フ ォ ル ム の 異な る コマ を 途中 に 1 コマ 

だ け 入 れる こと で す 。 こ の ピー ム も 124 ペ ー ジ 

の ビー ム と は 異な る の で す が 、 同じ く 僕 が 尊敬 し 

て いる アニ メー ター の 方 が 描い て いた も の を 参 

考 に し て いま す 。 

リン コツ ッ コ "5 じ O ロ どら 

/// 272 グラ フィ カル な ビー ム 



関 光 の 表現 方 法人 
上 段 は 爆発 の 前 や 砲弾 の 着弾 時 に 入れ る 関 光 で す 。 僕 の 携わっ た 作品 で す と 『 劇 場 版 幼女 戦記 』 で 使っ 

て いま す 。 こ うい っ た 十字 の 関 光 を た くさ ん 敷き 詰め て 12 コ マ の 間 (0.5 秒 間 )、 少 し だ け タ イミ ング を ずら し 

な が ら 光 ら せ て 、 一 賠 置 いて か ら 爆 発する と いう 感じ で 使い ます 。 下段 は ショ ッ ク コ マ で す 。 曰 コマ 、 黒 コ マ 

と 呼ば れる も の で す が 、 その まま 白 コ マ 、 黒 コ マ を 使う と 視覚 的 に 問題 が ある と いう こと で 、 こ の よう に 黒 バ ッ 

ク の 中 に T 光 を 使っ て 内 光 を 入れ る よう に な り ま し た 。 大 き な 爆 発 が 始ま る 前 に 一 骨 だ け 入 れる 感じ で す 。 

ーー 

の 

ショ ッ ク コ マ 



/ ガ Zp/Zycg す gg ーー 上 
と 7rcc を coo 7// の 7 の 9 グ 2 jp バリ ア に 弾 か れる ビー ム 

“ 

弾 か れ た ビー ム は パリ ア か ら ! 

放射 状 に 飛び 散り ます 。 飛 び \ 
散る ビー ム に 関し て は 、 太 さ 3 

や 向き を 若干 変え る こと で より 

臨場 感 を 出せ ます 。 



、 7g/7o/ の 
光 

バリ ア に 弾 か れ た ビー ム の 表現 で す 。 証 の 赤い 部 分 

が バリ ア で す 。 回 一 回 まで は 1 コマ 打ち で 中 に 何 枚 
か 動画 を 挟ん で お け ば 弾い て いる 感じ が 出 ます 。 余 

談 で す が 、 大 森 英 敏 さ ん ま が シ ャ ワー を 浴び た 時 に 肌 

が 水 を 弾く の を 見 て この 表現 を 思い つい た と いう 話 

で す ( 笑 )。 

リコ w ッ ココ '5 じ O77m ら ロ ら 

※ 大 森 英 敏 アニ メー ター、 監督 。 代表作 に 『 重 戦機 エル ガイ ム 』「『 機 動 戦 士 ガ ンダ ム 、 逆 襲 の シャ ア 』『DAN DOHII』 な ど が ある 。 



/7Zp7zy7caf が の Zn “ / 

7 と す /cooooe: 7///77  / / / / な . 集 光 
. 「 

me に 〆 



7g//o/ の 
光 

光 が 集 まる シー ン で すね 。 ピ ー ム を 撃つ 時 や 魔法 を 

放つ 時 に よく 入る エフ ェクト で す 。『 宇 宙 戦 艦 ヤ マト 』 
の 波動 砲 の よう に 大 き な も の を 撃つ 時 は も っ と ゆっ く 

り 時 間 を か け て 表現 し て 良い で す が 、 人 が 放つ 魔法 

と か な ら こ の くら い の 表 現 が 良い で し ょ う 。 こ れ は 定 

規 を 使っ て 中 心 に 向かう よう に 線 を 描い て いま す 。2 
コマ 打ち くら いで 全部 で 6 枚 て 10 枚 くら い 原 画 を 描 

いて 、 あ と は 主 と か に つない で 繰り 返せ ば それ らし く 見 

える で し ょ う 。 

リン コッ コー じ O ロ 7 カロ イチ らら 







/7g/7/ フラ 

爆発 の 章 で は 著者 が 得意 と する 爆発 表現 や 

個 撃 の エフ ェクト を 掲載 し て いま す 。 戦争 

も の の アニ メ で は 必須 の 煙 の 表現 も 解説 し 

て いる の で ぜひ 参考 に し て くだ さい 。 

た xy/ 7 



/ ガ 7 ヵ ZZy が cg す /ZcpZ ヵ / 
と 77# /coo0oe: た の / O57/7 /2 /2 衝 . 大きな 爆発 

本 pi 

地上 で の 爆発 を 描い た も の で す 。 古 は 爆発 の T 光 で 、 

回 か ら 煙 が 出 て き て 、 還 、 加 を じわっ と 動か すこ と 
で 爆発 に 見 えて きま す 。 還 か ら が 爆発 の メイ ン に な る 

の で 、 回 まで の 光 は 回 の 爆発 より も 小さ くし て お く 必 

要 が あり ます 。 関 光 の 部 分 に 白 コ マ を 入れ る 場合 も 

あり ます 。 こ れ は か な り 色 数 と 線 を 増やし た 爆発 で 、 

劇場 版 ア ニ メ な ど で 使 用 し ます 。 特撮 で よく ある 化学 

燃料 系 の 爆発 で す 。 ま あ ア ニ メ の 場合 は リア ル に 何 

が 燃え て いる か と いう より は 派手 で イン パク ト が ほし 
いと いう 理由 で 使わ れる こと が 多い で す 。 黄色 、 オ レ 

ンジ 、 赤 と 色 を 変え て いる の は 温度 変化 の 表現 で す 。 

青 の 部 分 は 黒 煙 で す 。 こ の くら い 色 数 が 多く な る と 

線 を 追う の が 難し く な り ま すね 。 結果 、 次 の コマ で 線 

が 抜け た り し て 事故 が 発生 し や すく も な り ま す の で 注 

意 が 必要 で す 。 

I 1 38 | リン コツ ッ ンコ 5 じ O7nrrrr ら らら 



、 ん 7g/7o/ 

爆発 

hs 



/ ガ Zzzy7cg が が op 
7 と す /cczooe た の / 57 の /7 727 グ 7 大 き な 爆 発 

回 
爆発 の 煙 は いく つか の 大 き な 固 ま 

り が 放射 状 に 広がっ て いく よう に 

描き ます 。 そ の 時 、 内 部 の 煙 は 下 

に 回 り 込 むように 描く と 爆 煙 ら し 

く 見 えま す 。 温度 変化 に も 注意 

し つつ 、 各 固まり の 中 心 部 の 温度 

は 高く (明る く )、 外側 は 低く ( 暗 

く ) 描き ます 。 

有 lo| 



77g//7p/ う 

爆発 
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/ ガ 7pgZy7<g す /ZpZ ヵ | 
7 と す /cczz2oe: た の / 57 の 7/7 727/ 7 大 き な 爆 発 

回 
な 

CSS (- NN ) ェ っ SW nsN と 

NM 
1 

WI ゃ - 【 1 

NN: ペリ ニニ 

有 22| 



、 77g/7o/ う 

爆発 

爆発 は ゆっ くり と 左右 に 広がり な 

が ら 上 に 昇っ て いく よう に 描き ま 

す 。 そ の 際 、 上 の 部 分 は 一 つ ひ と 

つの 煙 の 固まり が 徐々 に 大 きく な 

る よう に 描き ます 。 ま た 、 下部 分 

の 煙 も 左右 に 広げ て いき ます 。 和 煙 

が 下 に 回 り 込 む 感 じ を 忘れ ず に 。 

hesl 



/ ガ 7 ヵ / す / > R 
fr puro:PoO/oseo 7 グ 7 グ クタ 破片 が 飛び 散る 爆発 

回 回 

| 

こち ら は 先ほど の 科学 燃料 系 の 爆発 と は 異な り 、 爆 

炎 と 破片 が メイ ン の 爆発 で す 。T 光 か ら 煙 へ と つなが 

り 、 破片 を 飛び 散ら せま す 。 破片 は 煙 を 纏っ て いる よ 

うに 描き 、 重力 に 負け て 段々 と 下 に 落ち て いく よう に 

描き ます 。 破片 の 細か い 表 現に つい て は 、 153 ペ ー 

ジ や 183 ペ ー ジ で 説明 し て いま す 。 

リン コツ ンコ "5 じ ビ じ Oo ル ら 



爆発 の 中 か ら 飛 び 出 す 破 片 は タコ 足 と も 呼 

ば れ ま す 。 ま ず 破 片 を 描き 、 次 に 破片 が 纏う 

煙 を 描き ます 。 破片 も 重力 に 負け て 落ち て 

いく の で 、 放 物 線 を 描く よう に 外側 に 向かっ 

て 飛ば し て いき ます 。 

、 ん 7g//6/ ラ 

左 発 

hsl 



AZ77 4 7 / / / / / 

爆発 の バリ エー ショ ン 
T 光 に よる 爆発 の 内 光 は 、 どん な フォ ルム で 描い て も それ らし く 見 え 

ます 。 た だ 、 その あと の 爆発 より も シル エッ ト が 大 きく な ら な いよ うに 

だ け 注 意 が 必要 で す 。 AA は わり と 一 般 的 な 内 光 、B は 少し デフ ォ ル 

メ を 効か せ た も の 、 こ て は か な り デ フォ ル メ を 効か せ た ア ニ メ チ ッ ク な も 

の で すね 。D は コミ カル な 作品 な どの 場合 に 使い ます 。 

7 す Zn 上 



爆発 に 関し て は 、 煙 が 下 に 回 り 込 むように 

描く と 良い で す 。 煙 自体 は 広がっ て いく 形 

に 描き 、 煙 内 部 の 光 は 温度 変化 を 表す 意 

味 で 上 か ら 下 に 回 り 込 むと いう イメ ー ジ で す 

ね 。 上 と 横 に 広がっ て いく よう に 描い て いけ 

ば 爆発 っ ぽく 見 えま す 。 た だ 、 本 来 横 に 広 

が る と いう こと は 、 リア ル で 考え れ ば カメ ラ 

の 前 に 迫っ て くる は ず な の で す が 、 それ を す 

る と 画面 が 見 えな く な っ て し まう の で 、 あえ て 

そう いっ た 演出 を する 場合 を 除い て 上 と 左 

右 に 広がる 形 で 描く の が 一 般 的 で す 。 そ れ 

と 、 爆発 の 過程 を どこ まで 描く か で す が 、 大 

体 の 場合 は 爆発 が ある 程度 進ん だ 段階 で 

フェ ー ド アウ ト す る か 、 次 の 場面 に カッ ト が 

切り 替わる こと が 多い で す 。 従っ て 大 体 は 

爆発 の 途中 まで を 描く こと が 多く 、 爆 発 が 消 

える まで 描く こと は あま りな いで すね 。 



77zzyzafzozn 。 agZ』 つゆ ニー 
7 と す /cozooe : た の / の 57 の 77 「/ / /2 考 派手 な 爆発 

リア ル 系 の 作品 で は 使わ な い の で 、 作品 を 選ぶ 爆発 で 

す 。70--80 年 代 ロ ボッ ト ア ニ メ に よく 使わ れ て いた 表現 

で 、 最近 で は 派手 で コミ カル な 作品 で 多用 し て いま す 。 

シル エッ ト 重 視 の 爆発 で 丸い T 光 を ぐる ぐる と 回 し て いく イ 

メー ジ で す 。 シ ル エ ッ ト に 関し て は 感覚 に な か る の で す が 、 

派手 に 丸く 広がっ て いく よう に 描く の が ボイン ト で す 。 

リン コッ コ '5 じ O77 ロ どら 

有 68| 

ダン ィ ョ ダ N 

/ / / / 、 さ の 



_ の 7g/7e/ 2 

爆発 

ジジ ⑳\ ( ん グ 
] N NN 1 が RS 

NN NAN 

爆発 の シル エッ ト は で きる だ け 派 

手 に し た ほう が イン パク ト を 与え 

られ ます 。 線 を 描く 時 は 雷 の よう 

に 直線 と 曲線 を うま く 組 み 合わ せ 

る と より デフ ォ ル メ さ れ た 感じ が 

強まり ます 。 

AN/ ッ ぞ / 



/ ガ pgZy7<g す /Zp/ ヵ / 、 
と // ら と す /co2o00e: た の / 57/7  / / / グ  / 汎用 爆発 

日 T 光 
まず 白 T 光 で 爆発 の 内 光 を 描き ます 。 

これ は 汎用 爆発 で 、3D の アニ メ の 時 に 爆発 を 

画面 に 敷き 詰め る 時 に 使用 し ます 。3D ア ニ メ 

用 な の で 線 を 多く し て 情報 量 を 増やす こと で 、 

3D の 情報 量 に 合わ せ て いま す 。 

M 1 50 | リンコ ツッコ "5 じ O 末 7 どら 

日 黄 T 光 
次 に 爆発 の 広がり を 白 黄 T 光 で 表現 し ます 。 



の apez2 
爆発 

オー バー ラッ プ の 例 
炎 か ら 黒 煙 に オー バー ラッ 

プ で 変化 させ る 場合 の 例 

で す 。 ま ず 炎 の 絵 が あり 、 

オー バー ラッ プ に よる 措 写 | 災 ① 
右 は オー バー ラッ プ (OL) を 使っ た 爆発 の 表 

現 方 法 で す 。 黒 煙 と 炎 の 2 種類 を オー バー ラッ 
プ さ せる 場合 の 例 に な り ま す 。 炎 ① と 黒 煙 ①、 
炎 ② と 黒 煙 ⑦② は それ ぞ れ フォ ルム は 一 緒 で す 。 そこ に 徐々 に 同じ フォ ルム 

これ を 使う と 、 炎 ① か ら 黒 煙 〇 へ と オー バー た クジ PO で の の 黒 煙 を オー バー ラッ プ さ 
ラッ プ し な が ら 変 化 さ せ 、 さら に 炎 ② へ と オー ー せな が ら 重 ね て いき ます 。 
バ パー ラッ プ し な が ら 送 り で 規模 を 大 きく し 、 ま そう する こと で フォ ルム は 同 
た そこ か ら オ ー バ ー ラ ッ プ で 黒 煙 ② へ と 変化 さ OL OL じ ま ま 炎 か ら 黒 煙 へ と 変化 

せる と いっ た こと が で きま す 。 他 に も 和 炎 ① か ら し ます 。 こ うす る こと で 中 

炎 ② へ と 送っ た あと 、 そこ か ら 黒 煙 の ② へ と オー 割り な し で も 爆炎 の 変化 を 
パー ラッ プ さ せる な ど 、 同じ フォ ルム で 異な る 早 煙 の ② ニー マン バ ヘ 表現 する こと が 可能 で す 。 
表現 を 描い て お く こ と で 、 オ ー バ ー ラ ッ プ を 使っ JO) AS も 時 煙 

て 様々 な 変化 を つけ る こと が 可能 で す 。 ち な AA (が 2 ーー 
み に 秋 の 中 の T 光 部 分 を 実線 で 描い て お く と 、 ia いく Cy 
その 部 分 だ け を 次 の 原画 に 残し た り 、 中 の T 送り メ ャ 2 
光 の 光り 方 を 変え た り と 汎用 性 が 広がり ます 。 | や 瑞 

ペー ンジ 



/ ガ 7』//yZ<a す /p/ ヵ / 
と 77 選 す /cooo00e た の / 57/7 / グ /4 gp ) 付属 物 が つい た 爆発 



爆発 の 付属 物 
爆発 の 付属 物 は いく つか あり ます が 、 代表 的 な の は 「 タ コ 足 」 と 呼ば れる 

破片 な ど が 煙 を 伴っ て 舞い 落ち る も の で すね 。 破片 に 火 が つい て いる 

場合 も ある の で 、 先端 部 分 を T 光 で 光ら せま す 。 ま た 、 透け させ た 爆発 

の 風圧 表現 を ラン ダム に 重ね る こと で 勢い を 表現 で きま す 。 鉛筆 を 寝 

か せ て シャ ー っ と 描く と それ らし く な り ま す 。 水上 で の 爆発 の 場合 は 同 

じ く 透け る 素材 で 水蒸気 の リン グ を 描く 場合 も あり ます 。 

1 風 F 里 プラ シン を ラン ダム に 重ね 

前 i 
6 | 

水蒸気 リン グ 
爆発 に よっ て 周り の 水 

蒸気 が 爆発 に よっ て 熱 

せら れ て 凝結 し た も の 

場合 に よっ て は 破片 に T を 表現 し て いま す 。 

光 を 加え 、 燃 えて いる 表 

現 を する こと も あり ます 。 
風圧 
風圧 は こん な ギザ ギ 

ザ の も の を ラン ダム に 

重ね て も OK で す 。 



/7Zpzzyz ca が 7 の /2 

と す /cozo0e: た の / の 57 の 7/7 
回 

横 に 入れ る 線 は 爆発 の 規模 が 大 

きく な る に つれ て 面積 を 広げ て い 

きま す 。 ギ ザ ギ ザ に 描く こと で 爆 

発 の 不 規則 な 動き を 表現 し ます 。 

727 グ 2 プ ドー ん ム 爆発 
回 



\ /7g//o/ ラフ 

民 発 

これ は 一 般 的 な ドー ム 爆 発 で 、 ド ー ム が 手前 に 迫っ て 

くる も の で す 。 横 に 線 の よう な も の を 入れ て それ を 上 

か ら 下 へ と 送り な が ら 爆 発 自 体 を 広げ て いく こと で 巨 

大 な 爆発 に 見 えて きま す 。 簡易 的 な 表現 で 、 これ に 

さら に 衝撃 波 や プラ シ 、 白光 な ど を 加え た り し ます 。 

リン コッ コー じ O ロ どら 



/ ガ 7pZZy<g す が cp/p 

と す /cooo00e: た の / の 57 ワ /7 

5e| 

727 グ の ショック コマ を 入れ た 爆発 

加 
ーー 

爆発 の ドー ム は 一 気 に で は な く 、 

じん わり と 大 きく し て いき ます 。 そ 

の ほう が より 爆発 の 巨大 感 を 演 

出 で き ます 。 そ の 時 、 光 の 部 分 を 

上 か ら 下 へ と 送っ て いく こと で 爆 

発し て いる 様子 を 表現 で きま す 。 



剛 光 で 爆発 の 始ま り を 描い た あ 

と 、 小 規模 の 爆発 を 描い て 少し 

溜め の 時 間 を 作り ます 。 そ の あと 、 

回 で 大 き な 賠 光 を 入れ て 、 こ れ か 

ら 大 き な 爆 発 が 始ま る 感じ を 演 

出し ます 。 

ドー ム 型 に 広がっ て いく 爆発 で す 。 回 、 回 で ショ ッ ク 

コマ を 入れ て 関 光 の あと に ドン と 爆発 させ ます 。 昔 は 

T 光 が 自然 光 で 揺らぎ も あっ た の で 画面 が 持ち まし た 

が 、 今 の ソフ トウ ェ ア に よる 白 T 光 だ け で は 画面 が 持 

ち ま せ ん 。 ブラ シ で 衝撃 波 を 入れ つつ 、 赤 い 光 (爆発 ) 

の 部 分 を 上 か ら 下 へ 送り な が ら じ ん わり と 少し ずつ 大 

きく し て いけ ば OK で す 。 

リコ w コ "5 じ O ロ 7 ロロ っ 

回 は ショ ッ ク コ マ で す 。 回 一 回 の 爆発 の 

始ま り と 回 の 大 き な 爆 発 の 間 に こ の コマ を 

挟む こと で 、 爆発 を 印象 的 な も の と し ます 。 

爆発 の 中 心 部 分 に T 光 、 その 周り に プラ シ 

で 関 光 を 描き 、 バ ッ ク は 黒 で 描い て いま す 。 

、 と 7g/7/ ラ 

爆発 

hs 



/ ガ 7p/Zygcg す /Zcp/ ヵ / 
と // 選 す /cooooe: た の / の 57 の /7 7272 ガ が 核 爆発 

シン ブル な 核 爆発 で す 。 証 一 四 ま で は 関 光 と 赤 系 
の 炎 が じわっ と 上 に 広がり な が ら 上 が っ て いく 感じ で 
す 。 回 で オー バー ラッ プ か フェ ー ド イン で 黒 煙 を じ 
わっ と 出し て いき ます 。 炎 や 煙 は 基本 通り に 上 か ら 

下 に 巻き 込ん で いく 感じ を イメ ー ジ し て くだ さい 。 そ こ 

に リン グ や 笠 を 加え る と より 核 爆発 に 見 えま す 。 爆 

発 の 円 に 沿う 形 で 合わ せ て 描き ます 。 

り リンコ ww ンコ 5 じ Orrm ら らら 

5e| 



、 7g/7o/ 2 

屋 

爆発 の 煙 は 徐々 に 大 きく し な が ら 

じわっ と 上 に 上 げ る よう に 描き ま 

す 。 そ の ほう が 爆発 の 規模 の 大 

き さ を 表現 で きま す 。 同時 に 地 

面 付近 の 煙 も 左右 に 広げ て いき 

ます 。 

っ 



/ ガ 7 ヵ /Zyg<a す /p/ ヵ / 
だ 7 と /cooooc: の /O57 の 77 7272 グ が 航 爆発 

ol| 

回 

NN ーーーー この タイ ミン グ 辺 り の コマ で 黒 煙 

の エフ ェクト を 足し ます 。 そ の 際 

ノー レシ は フェ ー ド イン か フェ ー ド アウ ト を 

/ 使っ て じわっ と 重ね て いき ます 。 



爆発 の 最終 段階 で は 上 部 に 笠 、 

大 き な 爆 炎 の 部 分 に リン グ を 描 

きま す 。 ち な み に リ ング や 笠 は 周 

リ り の 水蒸気 が 爆発 に よっ て 熱せ 

られ て 凝結 し た も の で す 。 

、 7g/7/ 

爆発 

he 



/7ZpZzy7caf/ の Zn 

プチ 必 と す /coo0e: た の / 57 の /7 

重ね わる パー 
回 の 黒 煙 を 重ね る 部 分 と 回 の 笠 、 リ 

ング の 重ね 方 で す 。 回 の 黒 煙 は 下 

の 爆発 の 上 部 の フォ ルム と 同じ 形 に 

する よう に 注意 し て くだ さい 。 回 の 

笠 、 リ ング に 関し て も 下 の 爆 発 の 大 

き さ に 合わ せ て 描き ます 。 内 側 の 部 

分 に は 影 を 入れ る こと も 忘れ ず に 。 

62| 
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汎用 的 な 爆発 表現 
ここ で 紹介 し て いる の は 、 よく 戦闘 シー ン な ど で 使 われ る 汎 

用 爆発 の バリ エー ショ ン で す 。 画面 に た くさ ん 散ら すこ と で 

賑やか し に 使用 し ます 。 

丸 爆発 
汎用 爆発 で 、 丸 爆発 と 呼ば れ て いる も の で す 。 中 で 炎 を ぐる 

ぐる 回 し て 消し て いく パタ ー ン で 、 劇場 版 と か で 使わ れ ま すね 。 

これ も 実写 で は あり 得 な い の で アニ メ 的 な 表現 で す 。 も う 数 

十 年 前 か ら こ の 表現 が 使わ れ て いま す 。 

三日月 爆発 
三日月 爆発 で す 。 よく 宇 宙 戦 闘 の 

シー ン な ど で 見 る こと も 多い で し ょ 

う 。 こ うい っ た 汎用 的 に 使う 爆発 は 

どこ で も 使え る の で 、 最初 の 段階 で 

いく つか 作っ て お きま す 。 自分 で ライ 

プラ リー 化し て お く と 便利 で す 。 



/ ガ 7pZZy7<g す /p/ ヵ 

と す /cozo0e た の / の 57 の 7/7 7227② 

一 般 的 な 煙 で す 。 内線 と いわ れる 中 に 描か れ て いる 

線 と 影 で 表現 し て いま す 。 こ ちら は 左 か ら 右 へ と スラ 

イド させ て 見 せる 時 な ど に 使い ます 。 内 線 を ( デ ッ サ 

ン 補 助 の た め に ) 実線 で 描い て 、 影 を 色 ト レス で 表現 

する の が 一 般 的 で す 。 仕 上 げ の 際 に 内 線 を 違う 色 で 

きち ん と 塗っ て も ら え る と 密度 感 が 出 ます 。 逆 に 内 線 

の 色 が 影 の 色 と 同 じ よ うな 色 に され て し まう と 見 えな 

く な っ て し まう の で 、 その 辺 は 注意 が 必要 で すね 。 

内 線 あ り 

リン コッ コー じ O ロ ロロ ル 5 



_ 77g/7o/ 

爆発 

こち ら は 影 の み で 煙 を 表現 し て いま す 。 影 の み の ほ う 同じ フォ ルム で 内 線 な し 
が 中 の 煙 部 分 を 回 転 させ る な ど 動 き を 見 せる 時 に 敵 
し て いま す 。 も くも く と 動か す の が 好き な 人 は こち ら で 
描く 場合 が 多く 、 影 も 色 ト レス で は な く 実 線 で 描く の 

が 一 般 的 で す 。 煙 の 影 を 表現 する と いう 意味 で は こ 

ちら が 適し て いる と 思い ます が 、 ア ニ メ 的 な 表現 で は 
左 ペー ジ の 煙 を 使う 場合 が 多い で すね 。 

リン コッコ 5 じ O の 7 ロロ ど ロイ ちら 



7/ 7 4 7 / / / / / , 

煙 の フォ ルム の 描き 方 
煙 の 描き 方 で す が 、 ま ず は 大 小 の 丸 を 描い て いき 、 次 に 丸 の 重 な り 合う 部 分 を 適度 に 消し て 、 全体 と し 

て 大 き な シ ル エ ッ ト を 描き ます 。 最 後に 立体 的 な 影 を 加え て 完成 で す 。 影 は あま り 細 か くし 過ぎ ず に 大 

胆 に 大 ざっ ぱに し た ほう が 密度 感 が 出 ま す 。 ポ イン ト は 、 撮影 時 に ボカ シ が か か る の で 、 煙 の 輪郭 を わ 

り と は っ きり 描く こと で す 。 そ れ と 、 大 きい 丸 と 小さ い 丸 を パラ ンス 良く 配置 する の も ポイ ント で すね 。 逆 

に 大 きい 丸 や 小さ い 丸 だ け に な る と 規則 性 が 出 て し まい 自然 物 に 見 えま せん 。 煙 は 自然 物 な の で 、 ラ ン 

ダム 性 は 絶対 に 入れ な けれ ば いけ ませ ん 。 

凸凹 注意 

まず は 大 体 の 煙 の 位置 決め で す 。 大 きい 丸 と 小さ い 丸 を 敷き 詰め て いき ます 。 大 きい 丸 の 中 に 小さ い 丸 を いく つ 

か 入れ ます 。 全体 的 に で こ ぼ こ させ る よう に 配置 し まし ょ う 。 色 を つけ た 煙 ( 文 、 へ マーク) は 中 割り で ここ まで 送っ 

て ほし いこ と を 表し て いま す 。 こ れ は 中 割り の 人 に 煙 が どの くら い 移 動 す る か わか りや すく する た め の も の で す 。 そ れ 

と 、 煙 が 最大 で どこ まで 大 きく な る か を 決め て お く た め の も の で も あり ます 。 い くつ か ポイ ント に な る 部 分 に 入れ る だ 

け で 大 丈夫 で す 。 

煙 の 移動 と 大 き さ の 変化 

次 に ある 程度 線 を 整理 し て 煙 の フォ ルム を 整え て いき ます 。 



最後 は 煙 の 円 の 形 に 従っ て 影 を 描い て いき ます 。 下 の ほ う の 煙 

は 影 の 面積 が 大 きく な る よう に 描い て いき まし ょ う 。 



リリ //7/// 79 //7 / ー/ _m 「 
どす /cozo00e: た の / の 57/7 : 】 も ) ち 上 る 喝 

68| 

よく 戦場 な ど で 立ち 上 っ て いる 煙 で す 。 原画 と し て 描 

く の は この 1 枚 で 、 白 、 青 、 黄 色 で 3 段 に 分 け て それ ぞ 

れ ス ライ ド さ せる こと で 煙 が 立ち 上 っ て 風 に 流さ れ て 

いく 感じ が 出せ ます 。 ス ライ ド さ せる 場合 は 、 原画 に 

も 描い て いま す が 、SL (スラ イド ) と 描い て スラ イド さ 

せ て ほし い 幅 も 指示 を 入れ て お きま す 。 そう する と 撮 

影 の ほう で うま く ス ライ ド さ せ て くれ ます 。 汎 用 的 な 煙 

な の で 、 何 個 か 作っ て 組み 合わ せ た り も し ます 。 

リン コツ ッ コ "5 ビ じ Oo ロ ま ら 

ペグ / 品 
C バ デ 。 2 P コ スラ イド させ た い 場 合 は SL (スラ 

。 y ブ イド ) と 指示 を 描き ます 。 そ の 時 、 
いい 『 アデ どの 程度 スラ イド させ た いか の 四 

W、 も 矢印 で 描い て お く と 良い で す 。 



これ は 中 で 炎 が 燃え て いる 場合 で す 。C セ ル が 炎 で 、 

D セ ル が 燃え て いる 物体 、 そこ に B セ ル の 煙 と A セ ル 

の 鈴 み た いな も の を 合成 する こと で 密度 感 や 情報 量 

を 出し て いま す 。 画面 映え させ る 時 に 使い ます ね 。 

T 光 の 秋 の 部 分 は ある 程度 動か し た り 消し た り し つ 

つ 、A セ ル の 紋 は 薄く 透け させ る こと で 奥行 感 を 出し 

て いま す 。 

リン コッコ "5 じ O ロ どら 

煙 (B セ ル ) 

ーッ 

湊 

! s" / 
っ ンプ 

ま ーー グ or 

“ ガ 

ノア デン _。y 

の みみ だ ジー 
を 

op っ 

MM 肥 (A セ ル ) 

WXP (透け る ) 

災 (C セ ル ) 

燃え て いる も の (D セ ル ) 

、 7g//o/ う 

爆発 

he9l 



/ ガ 7agZyg<g す Zp/ ヵ 
と す /cooo0e: た の / の 57 の 77 /2 / / 

lo| 

砲 に よる 砲撃 で す 。 戦 車 と か 駆逐 艦 と か の 小さ め の 

船 に 積ん で いる 砲 の イメ ー ジ で す 。 火薬 式 の 砲撃 な 
の で 、 煙 を 多め に 描い て いま す 。 最初 に T 光 で 央 光 

を 描い て 、 そ の あと 煙 が じわっ と 広がっ て いく イメ ー ジ 

で す 。 煙 は 他 と 一 緒 で 砲撃 の 方 向 に 対し て 巻き 込ん 

で いく 感じ に し ます 。 周 り に は 火の粉 (火花 ) を 散ら し 

て いま す 。 

リン コツ ンコ "5 どじ O ロ 7 ロロ ル ら っ 



、 7g/7o/ う 

爆発 

回 で 煙 が 一 気 に 広 が り ま す 。 ボ イン ト は 先 | 1 7 1 MI 

に 出 た 煙 は 小さ く 、 あと か ら 出 る 煙 の ほう を 

大 きく 描く こと で す 。 煙 が 砲身 か ら 押 し 出 

され て くる 感じ を 表現 し て いま す 。 



/ ガ 7 ヵ gZyg<g す /e み Z ヵ 
どす /cooo2oe: た の / O57/7 7272 大 き 

回 

最初 は 前 に 煙 が 噴出 す 

る の で す が 、 そ の あと は 

流さ れ て 後ろ の ほう に 

向かう イメ ー ジ で 描い 

て いま す 。 



大 型 戦 氏 な どの 主砲 クラ ス に な る 

と も の 凄い 量 の 爆炎 が 吹き 出し 

ます 。 砲撃 の 場合 は ドー ム 爆 発 

な ど と は 異な り 、 一気 に 爆炎 が 広 

が る よう に 描く の が ポイ ント で す 。 

劇場 版 な どの 大 が か りな 作品 で 使う 砲撃 で す 。『 艦 

これ 』 の 大 和 の 砲撃 な ん か が それ に 当たり ます 。 な の 

で 使う 頻度 は 少な く 、 僕 以外 に あま り 描 く 人 は いな い 

か も し れ ま せん ね 。 白 「 光 、 白 黄 T 光 、 オレ ンジ 、 赤 、 

黒 煙 、 黒 煙 の 影 、 白 い 煙 と 、 本 当 に 砲撃 を 表現 する で 

あれ ば この くら い の 色 数 が 必要 に な り ま す 。40 セ ン 

チ 以 上 の 大 型 の 砲 の 場合 、 煙 が も の 凄い 量 に な り ま 

す 。 こ の 場合 、 ほ ぼ 全 部 原画 を 描い て 、 最 後 の 黒 煙 

に な っ た と ころ で よう や く 中 割り を 依頼 し ます 。 

リン コッコ 5 じ O ロ ロビ ロイ ら 



77mzzz7a す zo の Zn 
と す /cozo0oe: た の / 57 の /7 

74| 
銃 の 発射 の 際 に 出る マズ ルフ ラッ シュ で す 。 上 段 は 

黄色 の T 光 と 青 の 硝 煙 だ け で 表現 し た シン プル な も 

の 。T 光 は 1 コマ の み で 一 瞬 見 せる だ け で す 。 実際 

の 映像 を 見 て も 本 当 に 一 骨 光 る だ け で すか ら ね 。 下 

段 は 細か く 描 いた 場合 で 、 プラ シ の 炎 、 黄色 の T 光 、 

青 の 部 分 の 硝 煙 で 表現 し て いま す 。 時 々  銃口 か ら 上 

に 向かっ て 硝 煙 が 上 っ て いく 表現 が あり ます が 、 あれ 

も アニ メ 的 な 表現 で す よ ね 。 実際 の 銃 で 銃口 か ら 硝 

煙 が 立ち 上 る こと は な いで すか ら 。 

り リン コツ ッ ンコ 5 じじ or どら ロ っ 

2 マズ ルフ ラッ シュ 
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、 7g/7o/ ラ 

類 発 

h7sl 



/ ガ Z ヵ gzy7<g す ヶ ZZ 7 
7 と す /coz2oe: た の / 57 の /7 / ク / y / ミサ イル の 発射 

ミサ イル の 発射 シー ン で す 。 証 に 描い て ある の は ラン 

チャ ー 部 分 と 考え て くだ さい 。 そ の ラン チャ ー 部 分 の 

後ろ から ガス や T 光 が 一 瞬 出 て 、 ミサ イル が 発射 され 

た あと は 噴射 の T 光 や 煙 で ラン チャ ー 自 体 は 隠れ て し 

まい ます 。 影 の つけ 方 で す が 、 ギザ ギザ し た 感じ に し 

て お く と それ らし く 見 えま す 。 

リン コッコ "5 どの 古っ 

こち ら か ら 先 に 光 が 

出る こと も あり ます 。 



、 77g//6/ 

爆発 

回 「 回 

ミサ イル 発射 後 

ミサ イル 発射 後 は 、 煙 を 後ろ に 送っ て い 

け ば 進ん で いる よう に 見 えま す 。 長い | 
* コ 1 ヽ w へ 

ーーーー ィ ーー ラン ダム M Se の ミサ イル の 噴射 の 光 は ラン ダム に 光 送り 
メー ジ で す 。 噴射 の 光 は いく つか の フォ ら せ て 噴射 し て いる よう に 見 せま す 。 後ろ の 煙 は ある 程度 の 固まり ご と 

ルム を ラン ダム に 見 せれ ば OK で す 。 に 後ろ に 送っ て いけ ば 前 に 進ん で 
いる よう に 見 えま す 。 

リンコ ツッコ 5 じ Oorrrm ら nf ら 





/7g/7o/ ん 

その 他 
その 他 の 草 で は 、 これ まで の 草 に 属さ な い 

特殊 な エフ ェクト に 関し て 解説 し て いま す 。 

中 で も 破壊 表現 は アク ショ ン 系 の アニ メ で 

は 必須 の テク ニッ ク に な る で し よう つ 。 

77 ら / 



/ ガ ZZyg< ぁ が が cpZa ! 3 
た げす /eo220e の 77/- 7 ば / aa プ ブル な 破壊 表現 

回 

破壊 の シン プル な 表現 方 法 で す 。 地 中 か ら 何 か が 飛 

び 出 し て きた 場面 や 何 か が 着弾 し た 時 に も 使え ます 。 

中 心 部 分 が 盛り 上 が っ て 、 破片 を シル エッ ト で 散ら し 

な が ら ゆ っ くり と 放射 状 に 広がっ て いく よう に 描き ま 

す 。 大 き な 破 片 は 動き を 追う よう に し て 、 小さ い 破 片 

は ラン ダム に 配置 し て くる くる 回 し て お け ば 破壊 され て 

いる よう に 見 えま す 。 
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破片 の バリ エー ショ ン と 措 き 方 
爆発 の 際 に 飛び 散る 破片 の 描き 方 で す 。 ガ ラス の 場合 は ある 程度 の 厚み を 持た せる よう に 注意 し て くだ さい 。 

あと は 側面 部 分 と か に ハイ ライ ト を 入れ て くる くる 回 せ ば ガラ ス に 見 えま す 。 地面 な どの 場合 は 四角 い 破 片 を 

回 転 さ せ て お く と それ らし く 見 えま す 。 そ の 際 、 描き 込ん で いる 丸 や 三角 に 注目 し て ほし い の で す が 、 き ちん と 

ー 定 方 向 に 回 転 し て いる こと に 注意 し て 描い て くだ さい 。 金属 系 の 場合 は 厚み を 持た せる の を 忘れ な いよ う 

に 。 ち な み に 僕 の 場合 、 破片 と か は 全部 2 コマ 打ち と か で 自分 で 描い て 中 割り は 入れ て いま せん 。 

oo ーーーーー 交 
ガラ ス な ど NS) ーー 者 ! 

地面 、 瓦 際 な ど 
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破片 が 四方 に 飛び 散り ます が 、 破片 

の 流れ を 長く 描く こと は な く 、 こ れ も 

すぐ に 消し て し まい ます 。 

cr 77 風船 の 破裂 

風船 の 破裂 は と て も 早い の で 1 コマ 

で 消し て し まい ます 。 

風船 が 破裂 する 瞬間 で す 。 風船 は パー ン と 割れ て か 

ら 消 える まで が と て も 早い の で 、 一気に 消 えて も いい 

ん で す が 、 ア ニ メ な の で 1 コマ 打ち と か で ちょ っ と だ け 

残し た ほう が それ らし く 見 えま す 。 そ れ で も う 3 枚 が 限 

度 か な と 思い ます 。 あ まり 細か く 枚 数 を 重ね て も 逆 に 

風船 に 見 えな く な り ま す 。 大 き な バ ルー ン で あれ ば 下 

の ほう が 少し 残る か も し れ ま せん が 。 
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破片 の ディ テー ル 表 現 
これ ら は 破片 の ディ テー ル 表 現 の 例 で す 。 破壊 され て いる 素材 や 作品 の テ 

イス ト に 合わ せ て 描き 分 け ま す 。 

/ ガ 
丸み を お び た 破 片 
少し 丸み を お び た 破 片 で 、 他 

の 破片 と 組み 合わ せ て 使い ま 

す 。 丸 や 四角 の 破片 が 組み 

合わ さっ て いた ほう が 自然 に 

見 えま す 。 

リ /) 
四角 い 破 片 
建物 が 崩壊 する 時 の 鉄筋 コン 
クリ ー ト の 破片 で す 。 中 に 鉄 
筋 を 入れ て 、 表面 に に ビ や 欠 
け て いる 部 分 を 描い て お く と 

良い で す 。 

7 
土 や 岩 
岩 と か 土 で す 。 厚み を 持た せ 

て 固まり 感 を 出す の と 、 意外 と 

鋭利 な 形状 に 描く の が ボイン 

ト で す 。 

だ 
ガラ ス や 鉄 の 破片 
ガラ ス や 鉄 で す 。 側面 に ハイ 
ライ ト を 入れ る と ガラ ス に 見 え 
ます 。 少し ひね っ た 部 分 を 描 
いて お く と それ らし く 見 えま す 。 

属 
タッ チ を 入れ た 岩 
D と 同じ 者 で す が 、 こ ちら は 飛 

ん で いく 方 向 性 を 示す た め に 

タッ チ を 入れ て いま す 。 荒 々 

し い 作 品 で 入れ た り し ます 。 
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エフ ェクト 上 譜 

橋本 散 史 を 中 心 と し た 師弟 関 人 
ー 一 まず 今回 お 集まり いた だ きま し た お 三方 の それ ぞ れ の 出会い や 関係 性 に つい て 教 

えて いた だ け ま す で し ょ うか ? 

小澤 僕 に と っ て 橋本 さん は 師匠 みた いな 存在 で すね 。 

橋本 や は り 同 じ エ フェ クト を メイ ン に や っ て いる 人 た ちな の で 、 そこ か ら 親 交 が で き 

た 感じ で し ょ うか 。 エフ ェクト っ て そもそも キャ ラク ター を メイ ン に や られ て いる 人 と 比 

べ る と 少な いこ と も あり 、 それ で 仲良 く や ら せ て も ら っ て いま す 。 

小澤 橋本 さん が 『HEROMAN』 の オー プ ニ ン グ を や られ た あと に 、 コミ ッ ク マ ー ケ ッ 

ト に 参加 され て いて 、 そこ で ご 挨拶 させ て も ら っ た の が 最初 の 出会い で すね 。 僕 は エ 

フェ クト は や っ て いな い 時 期 で し た けど 、 アニメーター と し て は まだ 新人 だ っ た の で 、 

色々 な 人 の 絵 を 模写 し て いた 時 代 で す 。 

橋本 その 頃 は まだ 業界 用 の テキ スト の よう な 本 が な い 時 代 で 、 僕 は コミ ケ で 解説 本 

みた いな 本 を 出し て いた の で 、 参考 に され た ん じゃ な いか と 思い ます 。 

酒井 その 頃 は エフ ェクト の 本 自体 が 少な か っ た で すか ら ね 。 佐々 木 正勝 さん *' や 

吉田 徹 さ ん *“ が 教科 書 的 な 本 を 出し て いた くら いで すか ね 。 

小澤 橋本 さん の 最初 の 本 は 『 モ ノノ 怪 』 の 本 で 、2 冊 目 が エフ ェクト の 本 で し た よね 。 

橋本 そう で すね 。『 モ ノノ 怪 』 は キャ ラク ター デザ イン も させ て いた だ いた の で それ を 

まとめ て 、 エフ ェクト 本 の ほう が ペー ジ 数 多く で きる か な と いう 単純 な 思い も あり まし て 

( 笑 )。 酒 井 さ ん は 独自 の 方 向 で 進ん で いま し た よね 。 

酒井 僕 は 師匠 が いな い の で 。 一度 作品 (『 ヴ ィ ー ナ ス ヴァ ー サ ス ヴァ イア ラス 』) 

の 中 で エフ ェクト を や ら せ て いた だ いた の で す が 、 それ を 褒め て も ら え た の で 、 じゃ あ 

ちょ っ と や っ て みよ うか な と ( 笑 )。 橋 本 さん の お 仕事 は 当時 か ら 有 名 で し た の で 、 どこ 

か で 関わ れ た ら と 思っ て いた の で す が 、『 マ ギ The labyrinth of magic』 で 橋本 さん 

が エフ ェクト を や られ て 、 そこ で 一 緒 に お 仕事 を させ て いた だ きま し た 。 

小澤 僕 も 最初 は 『 マ ギ 』 で すね 。 

小 立 和則 X 稀 本 敬 史 X 酒井 客 史 

酒井 で も 直接 橋本 さん に お 会 いで きた の は 『 ア ルド ノア ・ ゼ ロ 』 の 時 で し た ね 。 

橋本 そう で すね 。 そ の 時 に 上 手 い 方 が いる な ぁ と 思っ て 酒井 さん の こと は 気 に な っ 

て いま し た 。 それで も うち ょ っ と し ご いて あげ よう と 、 ア ドバイ ス を し た ん で す ( 笑 )。 す 

で に 上 手 か っ た ん で す が 、 も うち ょ っ と 、 も う 一 息 と 思っ て 、 アド バイ ス を し た り 絵 を 修 

正 し た り し て まし た ね 。 小澤 くん も そん な 感じ で 、 LINE を 使っ て も う 少 し こう すれ ば い 

いん じゃ な い の と いう 感じ で アド バイ ス み た いな こと を し て いま す 。 小 澤 く ん は よく 自分 

が や っ た 映像 を 送っ て くる の で 、 添 削 し て 返す みた いな 感じ で す 。 昔 は そん な 師弟 関 

係 が 多かっ た ん で す が 、 最近 は 個人 受け も 多く な っ た の で 少な く な り ま し た ね 。 特に 

エフ ェクト は や っ て いる 人 も 少な い の で 。 

酒井 昔 は 同じ 作品 に みん な で 入っ て 、 部活 や っ て いる よう な 感じ で 仕事 し て まし た 

けど 、 今 は そん な 感じ が 無く な り ま し た か ら ね 。 

橋本 Web 系 と 呼ば れる 同人 で アニ メ や 作品 を 作っ て いる 人 を その まま 引き 入れ る こ 

と が 普通 に な り 、 昔 は アニ メー ター と いえ ば 動画 か ら 始 まっ て と いう 感じ だ っ た の で す 

が 、 そ の 辺 を 飛ば し て すぐ に 原画 と し て 参加 され る 人 も 増え て きま し た か ら ね 。 

エフ ェクト に よっ て キャ ラク ター の 内 面 を 伝え る 

小澤 さん は 以前 は キャ ラク ター な ども 手がけ られ て いま し た ね 。 そ こ か ら エ フェ ク 

ト に 傾倒 し た の は 何 か 理 由 が ある の で し ょ うか ? 

小澤 いつ の 間 に か そっ ちの ほう の 依頼 が 増え た か ら で す か ね ( 笑 )。 

橋本 で も 酒井 さん も そう だ し 、 ふた り と も キャ ラク ター と か 何で も 手がけ る 感じ で す 

よね 。 

酒井 そう で すね 。『 甲 鉄 城 の カバ ネリ 』 と か で は アク ショ ン シ ー ン と か も 描か せ て も ら 

いま し た 。 

橋本 な の で エフ ェクト だ け と いう の は 私 だ け か も し れ ま せん ね 。 

小澤 僕 も エフ ェクト が 8 割く らい で 、 あ と の 2 割 は 別 で すか ら ね 。 



アニ メー ショ ン 界 の 縁 の 下 の 力持ち で あり 、 作品 の 密度 感 を 上 ト げ る た め に 大 切な 存在 が エフ ェクト だ 。 今回 、 

著者 で ある 小澤 和則 と 親交 の ある エフ ェクト 界 の 重鎮 で ある 橋本 敬 史 と 酒井 因 史 の た り を 招き 、 現在 の ア 

ニメーション 業界 に お ける エフ ェクト の 存在 意義 や 、 エ フェ クト な ら で は の 苦労 話 な ど に つい て 聞い た 。 

橋本 『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 は テレ ビ も 映画 も 関わ っ た の で す が 、 キャ ラク ター 

を 描い た の は 1 カッ ト だ け な ん で す よ 。 小さ い ゲ ンド ウ の カッ ト を 描い た だ け で 、 色々 な 

作品 に 関わ っ て いま すけ ど 、 キ ャ ラク ター の 名 前 も わか ら な い 場 合 も あり ます ( 笑 )。 僕 

も 最初 は 魔法 少女 系 の 作品 な ど で 原 画 を や っ て いた の で す が 、 僕 の 年 代 に は 大 張 正 

巳 さ ん ぎ 、 合 田 浩 章 さ ん と か 超絶 上 手 い 和信 が いて 、 そ ん な 人 た ち に は 勝て な いと 思っ 

て 、 だ っ た ら そ の 人 た ちの サポ ー ト (エフ ェクト ) を する ほう が 性 に 合っ て る か な と 思っ 

た ん で す 。 決定 的 な の は 『 ス チー ム ボ ー イ 』 で す よ ね 。 あ の 作品 で 8 年 間 エ フェ クト に 

携わっ て 、 その後 エ フェ クト の 仕事 が 増え まえ し た 。『 ハ ウル の 動く 城 』 も キャ ラク ター は 

数 カッ ト で 、 城 が 崩壊 する シー ン と か エフ ェクト ば か りや っ て まし た ね 。 

小澤 僕 も 専門 学校 の 同期 が みん な キャ ラク ター の ほう に いっ た の で 、 そ れ で エフ ェ 

クト に いっ た と いう の も あり ます 。 で も エフ ェクト は 描き 方 が わか ら な いっ て いう 人 が 

多い で す よ ね 。 

橋本 だ か ら こ うい っ た テキ スト 本 みた いな も の が 増え て くれ る と いい と 思い ます けど 。 

酒井 エフ ェクト と それ に 付随 する アク ショ ン っ て 、 大 体内 容 が 重い こと が 多い ん で 

す 。 そ れ で 敬遠 する 人 も 多い で すね 。 

橋本 だ か ら 制 作 さ ん も 信用 で きる 人 に 発注 し た いと いう の も あっ て 、 多少 費用 が 上 

が っ て も 小澤 くん や 酒井 さん の よう に ちゃ ん と で きる 人 に 発注 が 集中 する ん で す よ ね 。 

酒井 どこ か の スタ ジオ に グロ ス で 頼む と 誰が 担当 する か わか ら な い の で 、 そ こ だ け 

別 の 人 に 個別 で お 願い する と いう 形 が 今 は 多い で す よ ね 。 

ーー アニ メ 制 作 会 社 の 中 に エフ ェクト を 担当 され る スタ ッ フ が 社員 と し て 常駐 し て いる 

会 社 も ある の で し ょ うか ? 

橋本 あり ます ね 。 ト ロイ カ や 特に ボン ズ ぎ が そう で す 。 特技 監督 の 村木 靖 く ん 

を 中 心 に 何人 か メカ の エフ ェクト の エキ スパ ー ト が いま すね 。 

酒井 ウィ ッ ト ス タ ジ オ 束 な ん か は 逆 に エフ ェクト 単体 を 見 る 人 は いな く て 、 ア クシ ョ ン 

シー ン を 担当 し て いる 人 が エフ ェクト も 一 緒 に 描く 感じ で すね 。 

橋本 で も みん な や っ ぱり キャ ラク ター や メカ を 描き た が る の で 、 な か な か エフ ェクト 
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の ほう に 流れ て くる 人 は いな いで す よ ね 。 エ フェ クト を や る 場合 、 最初 に 教わる の が 水 

の 動き や 単純 な 煙 の 動き な ん で す が 、 そ うい っ た 動き は 基本 と し て 覚え て お か な いと い 

け な い で すけ ど 、 それ を 嫌がる 人 も 多い の で 。 

小澤 専門 学校 時 代 に 伊藤 浩二 さん ※ が 教え に き て くれ た ん で すけ ど 、 み ん な わか ら 

な いっ て 言っ て まし た ( 笑 )。 

松本 伊藤 さん の は 高度 な 技術 過ぎ て ね ( 笑 )。『 マ クロ ス 』 と か の 設定 を 渡さ れ て 、 

棒 人 形 か ら ロ ポット を 描き な さい みた いな 課題 が ある ん で す 。 

小澤 僕 の 時 は ファ イヤ ー バ ルキ リー、 フ リー ダム ガン ダム 、 サ イ バ ス ター の 設定 が 

あっ て 、 これ を 描け と 言わ れ て 描い た ん で す が 、 伊 藤 さ ん に 「 こ れ じ ゃ 変形 し な いじ ゃ な 

いか 」 っ て 怒ら れ ま し た ( 笑 )。 

ーー アニ メー ショ ン 関 連 の 専門 学校 も 以前 に 比べ る と 増え た と 思う の で す が 、 エ フェ ク 

ト を 目指 す 人 は 少な い の で し ょ うか ? 

橋本 学生 さん の 数 が それ ほど 多く な い の と 、 ディ レク ター や 演出 と いっ た 科 は ある の 

で す が 、 エフ ェクト に 関し て は アニ メー ター 科 の 授業 の 中 の ひと つと いう 形 で 、 そう な る 

と や は り 皆 さん キャ ラク ター や メカ の ほう に いっ て し まい ます よね 。 

小澤 エフ ェクト は 添え 物 と いう 感じ で す よ ね 。 

橋本 で も 実際 に 画面 を 見 る と 、 エフ ェクト が ある と 無し で は 全然 違う ん で すけ ど ね 。 

小澤 重要 視 は され て いな いけ ど 、 無い と 困る 感じ で す よ ね 。 

酒井 実際 、 エフ ェクト 無し で キャ ラク ター だ け で 画面 を 埋め ゆる と な る と 大 変 で すか ら 

ね 。 エ フェ クト で ある 程度 画面 の 密度 を 増やせ る ん で す 。 

橋本 エフ ェクト は 重要 で 、『 ス チー ム ボ ー イ 』 で 大 友 克 洋 さ ん に 言わ れ た の が 、 キ ャ 

ラク ター の 後ろ に ある 煙 も キャ ラク ター の ひと つ で 、 キャ ラク ター の 感情 を 煙 で 表現 し 

な さい と 。 普通 に 漂っ て いる だ け で は な く て 、 手 前 の キャ ラク ター の 内 面 も 表現 し な さ 

いと いう こと で し た 。 手 難 で 描か な いで そう いう こと を 考え な が ら 描 き な さ いと いう こと 

で す よ ね 。 例え ば キャ ラク ター の 前 面 に ある 煙 を 払う 場合 も 、 固まり で 動か す の で は 

な く て 、 糸 を 引く 感じ で 部 分 的 に 動か し て キャ ラク ター の 目 の 部 分 か ら 徐 々  に 見 せ て い 
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く と か 。 そ うす る こと で エフ ェクト に 演技 を させ られ ます よね 。 

小澤 メカ の 演出 で も 爆炎 の 中 か ら 目 か ら 先 に 現れ る と か あり ます よね 。 そう いえ ば 、 

メカ が 描け る 人 は エフ ェクト が 描け る と 思わ れ て いる 部 分 も 多い で すね 。 

酒井 昔 は メカ と エフ ェクト は ワン セッ ト で し た か ら ね 。 当時 サン ライ ズ 系 の メカ エフ ェ 

クト の 人 た ち は 無 条件 に 格好 いい と 思っ て いま し た ( 笑 )。 

橋本 昔 、 サ ン ラ イズ で は スタ ッ フ 用 に 原画 を コピ ー し た エフ ェクト の テキ スト が あり ま 

し た ね 。 

酒井 手塚 (プロ ダク ショ ン )*" に も 描き 方 の テキ スト が あり まし た ね 。 

橋本 犬 と か 動物 の ね 。 恐竜 の 歩き 方 も あり まし た けど 、 恐竜 が 動く と ころ っ て 誰が 

見 た ん だ ろう と ( 笑 )。 

酒井 あと は 色々 な 水 の 動き も あり まし た ね 。 粘っ こい 水 と か 。 

橋本 や っ ぱり 水 や 犬 、 馬 は 最初 に 必要 と な る 知識 で す よ ね 。 馬 は と て も 難し いで す 

けど 。 水 も 形 が 無い も の な の で 、 爆発 な ん か は も う あ る 程度 サン プル と いう か 形 が で き 

あがっ て いる ん で すけ ど 。 水 は 昔 『 ど うぶ つ 宝 島 』 で 表現 され て いた も の が 未だ に 主流 

で は ある ん で す が 、 新 し い 水 の 表現 も みん な 模索 し て や っ て いま すね 。 影 を どう つけ た 

ら 良 いか 、 ハ イラ イト を どう つけ た ら 良 いか 、 考え な が ら や っ て いま す 。 だ か ら 自 分 と し 

て は 水 は 面 白い で すけ ど ね 。 爆発 は 語り 尽く され て いる と いう か 、 あ と は 何 を 足し て い 

け ば いい の か を 考え る だ け で す よ ね 。 爆発 に 関し て は CG の ほう が 先 に 進ん で いる 感じ 

も ある の で 、 それ を 参考 に し な が ら こ ん な の を 足し た ら ど うだ ろう か と 考え ます けど 。 

小澤 水 は 未 だ に 手描き で 依頼 が くる こと が 多い で す よ ね 。 

橋本 CG が 多い アニ メ で 「 こ の 水 は ど う や っ て CG で 表現 し た の ?」 と 聞い た ら 「 い え 、 

水 は 手描き で す 」 っ て いう こと も 多い よね 。 

手 紅 き の エ フェ クト だ か ら で き る 和 柔軟 性 
ーーCG に よる アニ メ も だ いぶ 増え まし た が 、 エフ ェクト に 関し て は CG と 手描き の 割合 

は どの よう な 感じ な の で し ょ うか ? 

橋本 作品 に も より ます が 、 す べ て CG と いう の は や は り ま だ 難し いと 思い ます 。 少し 

前 の 作品 で す が 、『FREEDOM』 と いう 作品 で 、 メ イン キャ ラク ター は CG で 作成 し た の 

で す が 、 1 話 限り の ゲス トキ ャ ラク ター に 関し て は それ だ け の た め に モデ リン グ し て いる 

と も の 凄い 費用 が か か っ て し まう の で 、 そこ は 全部 手描き で し た ね 。 エ フェ クト に 関し 

て も 全部 作画 で や っ て くだ さい と いう 話 で し た 。 

小澤 『 楽 園 追 放 -Expelled From Paradise-』. も モブ プ や エフ ェクト は 作画 で し た よ 

ね 。 ロ ケッ ト 発 射 の シー ン も 作画 が 多い で す 。 あ と 『 宝 石 の 国 』 も 普段 の 衣装 の 時 は 

モデ リン グ な ん で す が 、 衣装 替え や 破損 し た 時 は 作画 で や っ て まし た 。『 艦 これ 』 も 艦 

娘 に つい て いる 乱 装 は モデ リン グ だ っ た けど 、 破 損し た 場合 は 作画 に し て まし た し ね 。 

「CG み た い に 描 いて 」 と 言わ れ て 泣き な が ら 描 いて まし た ( 笑 )。 

酒井 参加 し て いる 『 ヴ ィ ン ラ ンド ・ サ ガ 』 だ と 海 の シ ー ン は だ いぶ CG で うま く 表 現し 

て いま すね 。 け ど 海 に 直接 も の が 干渉 する よう な シー ン は 手描き に な っ て いま す 。 海 

に 瓦 を 捨て る シー ン が ある ん で す が 、 落ち た 瓦 に よっ て で きる し ぶ き を CG で 別個 

に 作る の は か な り 難 し いん で す 。 そ れ で 手描き で や っ て まし た 。 

橋本 演算 で CG で 描い て も うま く 見 える か と いう と 難し い の で 、 それ だ っ た ら 手 描き 

で 描い た ほう が 早い し 安い と いう 。 

酒井 物理 演算 だ と 物 が 落ち た 時 の 水しぶき が 思っ た より も 小さ い 時 も あっ て 、 手 描 

きだ と その 辺 が コン トロ ー ル で きる っ て いう の も あり ます ね 。 

橋本 先ほど の 煙 と 一 緒 で 演技 させ られ ます か ら ね 。 

ーー ちな み に CG と 作画 が 組み 合わ さる 場合 、CG に 質感 を 合わ せ て 描く と いう の は 大 

変 な よう に 思う の で す が 、 いか が で し ょ うか ? 

橋本 僕 の 場合 、 描い て いる 絵 が CG に 馴染 みや すい の で 、 さ ほど 苦 で は な いで すね 。 

小澤 僕 は いつ も と 変え て いる の が 、 全部 2 コマ 打ち に し て 、 溜め や 詰め を 無し に し て 

いま す 。 普段 は 溜め や 詰め が 結構 多め で ハッ タリ を 効か せる 感じ で 描い て いる ん で す 

が 、CG の 場合 は 物理 演算 っ ぽ さ を 出す た め に そう いっ た の は 無く し て 一 定 の 流れ で 

描い て いま すね 。 

酒井 3D の 素材 を いた だ く と 、 絵 を 描き すぎ る と いう か …… 。 素材 を コマ ご と に いた 

だ くん で す が 、 それ に 全部 描き 込ん で し まう と 実際 の 映像 で 観る と 情報 過多 に な っ て 

し まう の で 、 その さじ 加減 が 難し いで すね 。 

橋本 前 に や っ た 戦闘 機 も の で 凄い リア ル な 作品 で 、 画面 ぶれ も 全部 入っ た 状態 で 

素材 が き て 、 そ れ に 破片 と か を 描い て くだ さい と 言わ れ た こと が あり まし た 。 仕方 な い 

の で 映像 の 入っ た DVD を いた だ いて 、 それ を モニ ター に 映し な が ら 物 差し で 測っ て 、 

3 セン チ ず れ て た な と 思っ た ら そ れ を 紙 の 縮尺 に 合わ せ て 描い て いく っ て いう 仕事 を し 

まし た 。 そ うな る と 動画 に は 任せ る こと が で き な い の で 、 結局 全部 描き まし た ね 。 実際 

の 映像 を 観 た ら 見 事 に CG と マッ チン グ し て いた ん で す が 、 見 た 人 か ら 「 橋 本 は どこ を 
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作画 し た ん だ ?」 と 言わ れ て 凹み まし た 。『 ス カイ ・ ク ロラ 』 と いう 作品 な ん で す が ( 笑 )。 

水 に 始ま り 水 に 終わ る エフ ェクト の 道 
ー 一 皆さん ご 自身 で エフ ェクト の 得意 分 野 を 挙げ る と すれ ば どれ に な り ま すか ? 

酒井 自分 と し て は 、 火 と 風 、 あ と は 電気 、 スバ パーク し て いる シー ン と か で し ょ うか 。 

橋本 自分 は 爆発 が 多い で すね 。 で も 好き な の は 水系 で すけ ど 。 例 えば カッ プ に お 

湯 を 注ぐ と か 、 簡単 な シー ン で は ある ん で す が 、 そう する と 湯気 も 描か な きゃ いけ な い 

し 、 複合 的 な 仕事 に な る ん で す よ ね 。 派手 な も の も 好き で すけ ど 、 日 常に ある も の の ほ 

う が 難 し いじ ゃ な いで すか 。 想像 する も の より も 身近 に ある も の の ほう が すぐ に 違い が 

わか っ て し まう の で 、 や り 甲 斐 が ある と いう か 面白 いで すね 。 

酒井 シャ ワー と か は 本 当 に 難し いで す よ ね 。 

小澤 排水 溝 に 流れ る 水 と か も 難し いで す よ ね 。 僕 は 爆破 で すか ね 。 ど う 派 手 に 魅 

せる か ば か り 考 えて ます 。 あ と は 『 艦 これ 』 以 降 、 水 の お 仕事 が 増え て ます ね 。 

橋本 水 を 描い た 作品 も 多く あり ます が 、 描 く 人 に よっ て それ ぞ れ 表現 が 違い ます か 

ら ね 。 爆発 は 先 人 た ち が あ る 程度 形 を 作っ て くれ た の で 、 あ と は それ に 何 を 足す か っ 

て いう 段階 な ん で す が 、 水 に 関し て は まだ 研究 で きる こと が いっ ぱい ある ん じゃ な いか 

と 思い ます 。 湯浅 (政明 ) さ ん *! の 『 夜 明け 告げ る ルー の うた 』 を 観る と こん な ざっ くり 

描く 描き 方 も も ある の か と 思っ た り 。 

小澤 で も 未だ に 『 ピ ノ キ オ 」』 を 超え る 水 の 表現 は 観 た こと が な いで すね 。 

橋本 『 ビ ピノ キオ 』 は 狂気 の 沙汰 だ っ た か ら ね 。 よ く 本 に 水 の シ ー ン の 原画 が 掲載 さ 

れ て いる ん で す が 、 赤 の 鉛筆 で 描か れ て いる ん で す 。 そ れ が 溶 震 み た い に 見 える ん で 

す が 、 映像 を 見 る と も の 凄い 表現 に な っ て いて 、 未だ に 超え られ な いで すね 。 

酒井 僕 は 橋本 さん が 描か れ た 『 エ ヴァ ン ゲ リラ ヲ ン 新劇 場 版 : 破 』 の 使徒 の 血 が 出る 

シー ン で すね 。 テ レビ で は 放送 で き な い くら い 描 か れ て いた の で す が 、 実 際 に 見 た 時 

は 凄かっ た で すね 。 

橋本 あの 辺 は 実写 を 参考 に し て いる 場合 が 多く て 、『 エ ヴァ ン ゲ リラ ヲ ン 新劇 場 版 : 破 』 

の 時 は ロー ラン ド ・ エ メリ ッ ヒ 監督 の /『 デ イ ・ ア フタ ー・ ト ゥ モロ ー』 を 参考 に し て いま す 。 

ディ ザ ス タ ー ム ー ビ ー を 多く 観 て いま すね 。 エ メリ ッ ヒ 監督 は じ G で は な く て ミニ チュ ア 

を 使っ て 爆破 シー ン を 撮っ て いる の が 多く て 、 昔 の 作品 は よく 参考 に 見 て いま す 。 

小澤 僕 も ハリ ウッ ド 映 画 だ っ た ら エ メリ ッ ヒ 監督 と マイ ケル ・ ベ イ 監 督 の 作品 で す 

ね 。 邦画 だ っ た ら 『 ゴ ジラ 』vs シ リー ズ で す 。 

酒井 実写 だ と 『 ガ メラ 』、 あ と は YouTube と か に ある 実験 映像 と か 。 そ の 辺 の 映像 

を 結構 見 て いま すね 。 

橋本 煙 と か は 空 の タイ ムラ プス 映像 と か を ずっ と 見 て 参考 に し た り し ます 。 

酒井 NHK の 深夜 に 放送 し て いる 『 コ ズミ ッ ク フ ロン ト 双 ヒー リン グ 』 と か 録画 し て 毎 

日 ぼーっと 観 て ます ( 笑 )。 そ うい っ た 実際 の 映像 を よく 見 て 参考 に する ん で す が 、 船 

が 通っ た あと の 波 は も う 手 描き で は 描け な いで すね 。 あ っ ちこ っ ちか ら 反 射 の 波 が き 

て いつ まで も 消え な い の で 。 

橋本 簡単 な も の は 3D で や り ま すけ ど ね 。 で も お 人 金 が 無い か ら と 描か され る こと も 

( 笑 )。 今 は そう や っ て 映像 で 資料 を 見 られ ます けど 、 昔 は 実際 に 自分 で や っ て みて 

脳 に すり 込ん で いく っ て いう 感じ で し た 。 

小澤 僕 は 「 工 事 現場 に 行き な さい 」 と か 言わ れ ま し た ね ( 笑 )。 

橋本 工事 現場 は よく 見 た な ぁ 。 最近 、 毎 年 宮古 島 に 行く ん で す が 、 あ そこ は 水 が 

綺麗 で 、 飛 泌 が と て も 綺麗 に 見 える ん で す よ 。 だ か ら み ん な が 泳い で いる 横 で 水 を 蹴っ 

て 飛 涼 を ずっ と 見 て いる っ て いう 。 透明 だ か ら 本 当 に アニ メ っ ぽい 感じ な ん で す よ ね 。 

ー 一 皆さん 色々 な エフ ェクト を 描か れ て きた と 思う の で す が 、 ご 自身 が 手がけ られ た エ 

フェ クト や 作品 で 印象 に 残っ て いる も の と 言え ば 何で し ょ うか ? 

橋本 『 ス チー ム ボ ー イ 」 の 中 で 煙 が 人 間 の 周り に 漂っ て き て 、 それ を 払う シー ン が ある 

ん で す が 、 最初 自分 が 描い た タイ ムシ ー ト 通り に 描い た ら あ まり に キャ ラク ター の 動き と 

煙 が リン ク し 過ぎ て 、 逆 に 不 自然 に 感じ た ん で す 。 そ れ で 煙 を 3 コマ だ けず らし た ら 、 実 

際 に は 手 と 煙 の 間 に は 空気 が ある じゃ な いで すか 、 その 感じ が 気持 ちよ く 表 現 で きた ん 

で す よ 。 ち ょ っ と だ け 遅 れ て 煙 が 消え て いく と いう 感じ な ん で す が 、 それ が 自分 の 中 で は 

未だ に 最高 傑作 だ と 思っ て いま す 。 

酒井 橋本 さん も 参加 され て いた 『 神 撃 の バハ ムー ト VIRGIN SOUL』 で 水 の 中 か ら 

ロボ ッ ト が 起き 上 が る シー ン が ある ん で す が 、 身体 に 溜まっ た 水 が ダ バダ バ と こぼれ 落 

ちる 部 分 が 自分 で も うま くい っ た な ぁ と いう 印象 が あり ます 。 水 は こ れ ま で に も 色々 描 

いて いる ん で す が 、 あ れ は うま くい っ た な と 思い ます 。 

橋本 あの シー ン は 格好 良かっ た で すね 。 

小澤 『 劇 場 版 幼女 戦記 』 の 冒頭 の 爆発 の シー ン で すか ね 。 何で も か ん で も 詰め 込 

ん だ ら あ あな っ た っ て いう 感じ な ん で すけ ど 、 一 番 色々 と 考え て 描い た 爆発 で すね 。 

ー 番 枚数 も 描い た し 、 自 分 で も 納得 の いっ て いる 爆発 で す 。 

だ 7 の < 7g47 た 
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橋本 予告 編 で も 使わ れ て いて 格好 良かっ た で すね 。 

エフ ェクト 職人 な ら で は の 作品 の 見 方 
ー 一 実写 を 参考 に し た リア ル な エフ ェクト も あれ ば アニ メ な ら で は の デフ ォ ル メ さ れ た エ 

フェ クト 表現 も ある と 思う の で す が 、 その 辺り は どの よう に 使い 分 け て いる の で し ょ うか ? 

橋本 作品 に 合わ せる 感じ で す よ ね 。 作品 に 寄せ る と いい ます か 。『 劇 場 版 コナ ン 』 

の 時 は リア ル っ ぽか っ た り 、『ONE PIECE』 は アニ メ っ ぽく し て 作品 の 世界 に 合わ せ た 

り 、『NARUTO』 の 時 の 煙 は 原作 の 岸本 (斉史 ) さ ん が 渦 を 巻い た よう な 描き 方 を され 

る の で 、 それ に 合わ せる 感じ で 描い て いま す 。 

小澤 原作 が ある 場合 は 原作 に 合わ せる よう に し ます ね 。 

橋本 あれ 、 で も Amazon 版 の 『 ク レ ヨ ン し ん ちゃ ん 』 で 大 暴れ し て た じゃ ん ( 笑 )。 

小澤 あれ は 監督 の 要望 に 応え た だ け で す ( 笑 )。 あ の 時 は あれ し か 描け な か っ た っ 

て いう の も あり ます 。 今 だ っ た ら ま た 違っ た も の が 描け る と 思い ます けど ね 。 で も 『 し ん 

ちゃ ん 』 見 て た ん で すね 。 

橋本 他 の 人 が や っ た 映像 も 見 ます ね 。 も う エ フェ クト の シー ン し か 見 ませ ん けど 

( 笑 )。 映 画 も 他 の シー ン は 飛ば し て エフ ェクト の シー ン ば っ か り 見 て ます ね 。 映画 

を 見 る 時 は ドラ マ は 置い と いて そう いう シー ン ば か り 見 る の で 、 面白 そう な 映画 は 2 回 

見 ます 。 1 回 目 は テク ニッ ク と か 人 間 が 動く 時 に どう ワイ ヤー を 使っ て いる と か 、 カッ ト 

割り や レイ アウ ト と か の ほう に どう し て も 頭 が 自動 的 に 切り 替わっ て し まう の で 、 2 回目 

で よう や く ド ラマ が 楽し め る と いう 。 

小澤 CG と か で 「 こ こ 反 射 し て な い !」 っ て いう 部 分 を 見 つけ ちゃ いま す よ ね 。 だ か ら 

自分 の エフ ェクト を 他人 に 見 て も ら う よう に は し て ます 。 自分 で 描い た も の は 客観 視 が 

で き な い の で 。 自分 で は 頑張 っ た つも り で も 他 の 人 か ら は どう 見 える ん だ ろう と 。 

橋本 それ は 大 事 だ よね 。 先ほど の 村木 くん と は も う 20 年 来 の 付き 合い な の で 、「 あ 

の 作品 見 まし た よ 。 あ そこ は 良かっ た で すね 。 で も あそこ が 駄目 で し た ね 」 っ て お 互い 

言い 合っ て 、 伸び て きた っ て いう 感じ で すし ね 。 

小澤 僕 の 世代 だ と エフ ェクト や っ て いる 人 が ほとん どい な い の で 、 橋 本 さん と か 上 

の 人 に 聞く し か な いで すね 。 

酒井 僕 の 場合 は 横 の つなが り が 少な い の で 、 自 分 で 描い た も の を 自分 で 見 て 、 そう 

する と 良く な いと ころ ば か り 見 える の で 、「 あ あ 、 こ こ 和 失敗 し た な 」 と か 反省 し て ます ね 。 

小澤 魔法 と か 現実 に 無い エフ ェクト の 場合 、 実写 の 『 ハ リー ボッ ター』 と か を 見 て ア 

ニ メ に する な ら こ うか な っ て いう 感じ で 参考 に し て ます 。 

橋本 僕 は 若い 世代 の 人 の エフ ェクト を 見 て 参考 に し た り し ます ね 。 トリガー 中 は ボッ 

プ な 映像 が 多い じゃ な いで すか 、 あ の 辺 は 参考 に させ て も ら っ て いま す 。 も ちろ ん 先 人 

が 作っ て きた も の も 参考 に し ます が 。 ビ ー ム 系 は こう だ と か 、 水系 は こう だ と か 、 昔 か ら 

の も の が ある の で 、 そこ に 今風 の 素材 や フォ ルム を 加え て いく と いう 感じ で すね 。 

実際 の 動き を 理解 する こと が エフ ェクト へ の 近道 
ーー エフ ェクト の 場合 、 アニ メ 制 作 の 工程 上 の どの 辺り で 作業 され る の で し ょ うか ? 

橋本 エフ ェクト に 関し て は 演出 の 方 か ら 指 示 を 受け る こと が 多い の で す が 、 工 程 的 

に は 自分 の 場合 は 作画 監督 を 兼ね て いる 場合 が 多い の で 、 納品 ギリ ギリ の 最後 の ほ 

う で すね 。 自分 が エフ ェクト を 入れ た ら 動 画 一 撮影 と 回 っ て お 終 い と いう 感じ で す 。 

例え ば 先 に エフ ェクト を 入れ て し まう と 、 キャ ラク ター の 絵 に 作画 監督 の 修正 が 入っ た 

場合 、 そ の 修正 に 合わ せ て エフ ェクト も 全部 や り 直 し に な っ て し まう ん で す 。 な の で 、 

キャ ラク ター の 動き が 全部 決ま り と な っ て か ら 作 業 を する 感じ で すね 。 

小澤 エフ ェクト 単体 だ と そん な 感じ で す が 、 ア クシ ョ ン エ フェ クト 作画 監督 の 場合 だ 

と 作画 監督 が 修正 を 入れ る 前 か 、 演出 の 次 が 多い で す よ ね 。 

橋本 そう で すね 。 エ フェ クト だ け だ と 最後 に 近い タイ ミン グ な の で 、 時 間 は 無い で す 

よね 。「 来 週 放送 で す 」 み た いな こと も 多い で す 。 

酒井 下 描き も な し に 本 素材 を 次 々  と 描い て 出す みた いな 状況 で す よ ね 。 

橋本 で も 昔 に 比べ て エフ ェクト で 救 わ れ た の が 、 色 トレ ス で す よ ね 。 昔 は セル 画 で 、 

キャ ラク ター の 線 と か は トレ スマ シン で コピ ー さ れる ん で す が 、 エフ ェクト は 話 っ て コ 

ビ ピー され な いよ うに キャ ラク ター の 線 と 区 別 す る た め に 別 の ペン で 描か な けれ ば いけ 

な か っ た ん で す 。 で も そう する と も う ひ と り 別 の 人 の 線 が 入る の で 、 線 が ぐち ゃ ぐち ゃ 

に な る こと が 多かっ た ん で す 。 そ れ が デジ タル に な っ た こと で だ いぶ 線 が 綺麗 に な り ま 

し た ね 。 それ に 当時 か ら エ フェ クト は 添え 物 的 な 扱い だ っ た の で 、 真っ 先 に 上 げ て も 

キャ ラク ター と か の カッ ト が 優先 され て 後回し に され る ん で す よ 。 先 に 仕上 げ て くれ れ 

ば も う 少 し 綺麗 に 処理 する こと も で きた ん で すけ ど ね 。 間違い も 直せ た し 。 

小澤 僕 の 場合 、 な まじ 派手 な 分 、 間 違っ て も 誰 も 気づか な いこ と が 多い で すね 。 本 

人 し か 気づけ な いと いう 。 
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橋本 あと 会 社 に よっ て 爆発 は この 色 で と か 処理 は こう し ます よ と か 決ま っ て いる と こ 

ろ も ある ん で す よ ね 。 ボ ンズ みた く こ だ わっ て くれ る と ころ じゃ な いと 、 な か な か 思っ た 

通り に いか な い 場 合 も あり ます ね 。 例 えば 爆発 の 炎 を 3 色 に し て も 2 色 に 減ら され て し 

まう と か 。 そう いっ た こと は 結構 多い で すね 。 

酒井 スケ ジュ ー ル が 無い 作品 の エフ ェクト だ と あえ て 情報 量 を 減ら し 気味 に し て な 

る べく 絵 の 印象 が 残る よう に し て 、 自分 の エフ ェクト は 画面 に 出 て る 程度 に 調整 し て 

描い た り し ます ね 。 

ーー で は 最後 に これ か ら エ フェ クト を 目指 す 人 た ち に アド バイ ス を お 願い し ます 。 

橋本 実写 映画 も アニ メ も 色々 な も の を 見 た ほう が 良い と 思い ます 。 想像 で 描く と ど 

うし て も 手 慣 れ で 描く よう に な っ て し まう の で 、 な る べく 色々 な も の を 見 て 、 例え ば 自分 

は 爆発 の 場合 、 そ れ を 全部 レイ ヤー 分 けし て 頭 の 中 に 入れ て ある ん で す 。 そう する と 

この 素材 と この 素材 を 足せ ば 新しい も の が で きる と か 、 見 える も の 、 見 えな いも の 、 空 

気 と か は 見 えな いで す が 、 現象 と し て は 見 える と 思う ん で す 。 そ うい う 部 分 も 細か く 観 

察する と 良い と 思い ます 。『 ス チー ム ボ ー イ 』 の 時 は 、 一 日 中 ヤカン の 煙 を 見 て いた 時 

も あり まし た か ら ね ( 笑 )。 

小澤 白黒 映画 を 見 る と 発見 が あっ た り し ます よね 。 

酒井 僕 の 中 で エフ ェクト は 現象 を 描く も の だ と 思う の で 、 あま り 細 か く 理 解 で き な く 

て も 、 な ぜ 煙 が こう 動く の か と か 仕組 み に 関し て は 頭 に 入れ て お いた ほう が 良い と 思い 

ます 。 

小澤 本 物 を 見 る の が 手 っ 取り 早い し 、 そ れ を 模写 する の も 大 事 で す よ ね 。 

橋本 煙 は 空気 の 流れ な の で 、 宇 宙 だ と どう 動く の か と か ちゃ ん と 理屈 と し て 覚え て 

お く と 応用 が 利く と 思い ます 。 

酒井 『 ゼ ロ ・ グ ラビ ティ 』 で 宇宙 ステ ーション が 爆発 する シー ン は ほとん ど 火 花 出 て 

な いん で す よ ね 。 

小澤 『 ス ター トレ ッ ク 』 と か だ と 火 が 出 て ます けど ね 。 

橋本 あれ は マン ガ だ か ら ( 笑 )。 煙 は 拡散 し て 消え ちゃ うか ら ね 。 

小澤 爆発 な り 火 な り 凄 い 映 画 が 色々 ある の で 、 ディ ザ ス タ ー ム ー ビ ー を 見 る と 参考 

に な る と 思い ます よ 。 

リグ メリ // 4 コ 
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アニ メー ター 

代表 作 :『 ス チー ム ボ ー イ 』( メ カエ フェ クト 作画 

監督 ・ 原 画 ) /「 名 探偵 コナ ン 紺 青 の 拳 』( エ 

フェ クト 作画 監督 ) /『 ス カイ ・ ク ロラ The Sky 

Crawlers』( エ フェ クト 作画 ) プ 『 モ ノノ 人 怪 』( キ ャ ラ 

クタ ー 設 定 ・ 総 作画 監督 ) 他 多数 

脚注 

※] 佐々 木 正勝 
アニ メー ター、 キャ ラク ター デザ イナ ー。 人 代表作 に 『 咲 
-Saki-』( キ ャ ラク ター デザ イン 、 総 作画 監督 な ど )、『 ガ ー 
ルズ & パ バ パンツァー』( オ ー プ ニン グ ア ニ メ ーション 原画 )、 
『 ぼ く た ち は 勉強 が で き な い 』( キ ャ ラク ター デザ イン 、 
総 作画 監督 な ど ) な ど が ある 。 

※2 吉田 徹 
アニ メー ター、 メカ ニッ ク デ ザイ ナー。 人 代表作 に 『 装 甲 騎 
兵 ボ トムズ 」』 (原画 )、『 レ イズ ナー」』(OP 原 画 、 メカ 作 監 
な ど )、『 機 動 戦士 ガン ダム SEED』 (メカ 作 監 ) な ど が ある 。 

※3 大 張 正巳 
アニ メー ター、 メ カニ ッ ク デ ザイ ナー、 監 督 。 代 表 作 に 『 超 
獣 機 神 ダン クー ガ 』」( メ カニ ッ ク デ ザイ ン 、 原画 )、「 機 甲 
戦記 ドラ グ ナ ー』 (原画 )、『 機 動 戦 士 ガン ダム 鉄 血 の オ 
ルフ ェ ン ズ 』( 絵 コン テ 、 メカ ニッ ク 作 画 監督 、 原画 ) な ど 
が ある 。 

※4 合田 浩 
アニ メー ター、 監 督 。 代表 作 に 『 お ね が い 六 ティーチ ャ ー』 
(キャ ラク ター デザ イン 、 作画 監督 )、『 あ あっ 女神 さま っ 』 
(監督 、 シ リー ズ 構 成 な ど )、『 や が て 君 に な る 」 (キャラ 
クタ ー デ ザイ ン 、 総 作画 監督 、 作 画 監 督 ) な ど が ある 。 

※5 トロ イカ 
アニ メー ショ ン な どの 映像 制作 会 社 。 代表作 に 『 ア ルド ノ 
ア ・ ゼ ロ 』「『Re:CREATORS』『 や が て 君 に な る 』 な ど が 
ある 。 

※6 ボン ズ 
アニ メー ショ ン な どの 映像 制作 会 社 。 代表 作 に 『 鍋 の 錬 
金 術 師 』「 僕 の ヒー ロー アカ デミ ア 」『 交 響 詩篇 エウレカ 
セ プ ン 』 な ど が ある 。 

酒井 智史 
524 づ / 5g/ ら 7 

が メー ター 

代表 作 :『 劇 場 版 フェ アリ ー テ イル DRAGON 

CRY』( エ フェ クト 作画 監督 )/『PERSONA5 the 

Animation』 (アク ショ ン & エ フェ クト 作画 監督 ) 他 

多数 

※/ 村木 靖 
アニ メー ター。 代表作 に 『 交 審 詩 往 エ ウレ カセ プン 」 ( 特 
技 監 督 、 待 技 演出 、 原画 、OP 絵 コン テ な ど )、『STAR 
DRIVER 輝き の タク ト 』 (特技 藍 督 、 原 画 )、『 キ ャ プ テ ン ・ 
アー ス 』 (特技 監督 、 絵 コ ンー など) など が ある 。 

※8 ウィ ッ ト ス タ ジ オ 
アニ メー ショ ン な どの 映像 制作 会 社 。 代 表 作 に 『 進 撃 の 
巨人 』『 甲 鉄 城 の カバ ネリ 』『 ヴ ィ ン ラ ンド ・ サ ガ 』 な ど が 
ある 。 

※9 伊藤 浩二 
アニ メー ター。 代表 作 に 『 マ クロ ス 7』( メ カ 作 監 )、『 鋼 
鉄 神 ジ デー グ 』( メ イン アニ メー ター、 メカ 作画 監督 )、『 デ 
ジモン アド ベン チャ ーtri.』( ア ニメーション ディ レク ター、 
アニ メー ショ ン デ ジモン デザ イン 、 原画 ) な ど が ある 。 

※10 手塚 プロ ダク ショ ン 
アニ メー ショ ン な どの 映像 制作 会 社 。 代表 作 に 『 鉄 認 ア 
トム 』「『 火 の 鳥 』『 プ ラッ ク ・ ジ ャ ッ ク 』 な ど が ある 。 

※1 1 湯浅 政明 
アニ メー ター、 脚 本 家 、 監 督 。 代 表 作 に 『 四 黒 半 神話 大 系 』 
(監督 、 脚 本 、 絵 コ ン テ 、 輝 入 歌 作詞 な ど )、『 夜 は 短 し 
歩け よ 乙女 』 (監督 、 絵 コン テ 、 演 出 な ど )、『 夜 明け 告げ 
る ルー の うた 』 (監督 脚本 、 挿 和歌 作詞 な ど ) な ど が ある 。 

※12 トリ ガー 
アニ メー ショ ン な どの 映像 制作 会 社 。 代 表 作 に 『 キ ズ ナ 
イー バー』『SSSS.GRIDMAN』『 プ ロメ ア 』 な ど が ある 。 

だ 7 の < 7g4 た 
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アニ メー ター 

代々 木 アニ メー ショ ン 学 院 を 卒業 後 、 スタ ジオ パス トラ ル に 入社 。 現在 は フリ ー ラ 

ンス で 活動 し て いる 。 元々 は キャ ラク ター、 メ カニ ッ ク な ど 引 広く 活躍 し て いた が 、 

『 態 隊 こ れ く し ょ ん - 艦 これ -』 参 加 を きっ か け に 水 や 爆発 等 の エフ ェクト の 依頼 が 多 

く な っ た 。 ア ニメーション エフ ェクト 界 の 重鎮 で ある 橋本 敬 史 氏 を 師 と 仰ぎ 、 新 し い 

エフ ェクト の 道 を 模索 中 。 

主 な 作品 リス ト 

『 楽 園 追放 -Expelled From Paradise-』( エ フェ クト アニ メー ター) 

『 艦 隊 こ れ く し ょ ん - 艦 これ -」 (キー アニ メー ター ) 

『 紅 殻 の バン ドラ 』( エ フェ クト ディ レク ター ) 

『 タ イム ボカ ン 24』( メ イン メカ ニッ クア ニ メ ー タ ー) 

『 劇 場 版 穫 こ れ 』 (アクション ディ レク ター) 

『 層 虫 ベ ダル NEW GENERATION』( ア クシ ョ ン 作 画 監 督 ) 

「 恋 愛 暴君 」( 特 技 監 督 ) 

『 バ トル ガー ル ハイ スク ー ル 』( ア クシ ョ ン エ フェ クト 設計 アク ショ ン 作 画 監督 ) 

『 時 間 の 支配 者 』( ア クシ ョ ン 監 修 ) 

『 ア ホ ガ ー ル 』 (バン ツバ トル 原画 ) 

『 グ ラン クレ スト 戦記 』( メ イン アニ メー ター ) 

『 り ゅ うお う の お し ご と !』( 厨 二 作 画 監 督 ) 

『 弱 虫 ベ ダ ル GLORY LINE』( エ フェ クト 作画 監督 ) 

『 劇 場 版 名 探偵 コナ ン ゼロ の 執行 人 」 (アクション 作画 監督 ) 

『 火 ノ 丸 相撲 』( ア クシ ョ ン 作 画 監督 ) 
『 ル バン 三世 グッ バイ ・ バ ー ト ナー』( メ カ 作 画 監 督 ) 

『 異 世界 チー ト 魔 術 師 』( ア クシ ョ ン 監 修 オー ププ ニ ング アニ メー ショ ン ) 

『 こ の 素晴らし い 世界 に 祝福 を !』 シ リー ズ (原画 ) 

『 劇 場 版 幼女 戦記 』( 原 画 ) 

『 劇 場 版 シテ ィ ー ハ ンタ ー < 新宿 ブ プライベート ・ ア イズ >』 (原画 ) 
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3 色彩 配色 昧 軸 
# 軸 。 テク ニッ ク : 六 

AN (( 居 ) 

s と 

アニ メー ショ ン の 色 和 彩 設計 か ら 学 ぶ 
色彩 配色 テク ニッ ク 

柴田 亜紀 子 

色彩 と 配色 の 考え 方 を 徹底 解説 ! 

A4 変 型 判 /160 ベ ー ジ 

定価 : 本体 2.400 円 十 税 

ISBN978-4-7683-1209-4 

羽山 淳一 
アニ メー ター ズ ・ ス ケッ チ 
動き の ある 人 物 ス ケッ チ 集 

筋 内 キャ ラク ター 編 

B5 判 144 ベ ー ジ 

定価 : 本 体 2.200 円 + 税 

ISBN978-4-7683-0990-2 
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